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　ポストコロナのフィットネス業界においては、新たな
業態の多様化が急速に進んでいる。これからの総合
型クラブも含めたフィッネス業界がより多くの生活者に
活用されるようになっていくためには、お客様の潜在
的なニーズをさらに丁寧に掘り起こし、サービスとして
現場にて提供されていくことが重要であり、そのため
には多様な経験や専門性、価値観を取り込み、具現
化するプロセスが重要であるとされている。そして、そ
の原動力となるのが、女性の一層の活躍も含めたあら
ゆる人材の活躍であるといえるであろう。
　そこで、本セミナーでは、これからのフィットネス業界
における女性の活躍のあり方にスポットを当てて、新
たなフィットネスイノベーションの在り方を考える。

7月16日（火）・13時00分～14時30分

フィットネスクラブの
これからの時代に対しての提言
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パネリスト

●望月 美佐緒氏　（株）ルネサンス　取締役副社長　執行役員　ヘルスケア事業本部長

●本橋 恵美氏　（一社） Educate Movement Institute代表理事・（株） E.M.I. 代表取締役

●井上 トキ子氏　（一社） 日本ソーシャルキャピタル協会代表理事・（株）アージュ代表取締役・『眠りと背骨と股関節』サロン共同オーナー

ファシリテーター

●笠原 盛泰氏　アイレクススポーツライフ（株）代表取締役会長・（一社）日本フィットネス産業協会　理事
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紹介から。トップバッターは、皆さん

もよくご存じのルネサンスの女性副社

長、望月さんです。よろしくお願いし

ます。

まずは自己紹介から

望月　あらためまして、皆さん、こん

にちは。株式会社ルネサンスでヘルス

ケア事業本部を担当しています副社長

の望月です。本日はどうぞよろしくお

願いします。

　私はルネサンスが1社目ではござい

ません。まず、大学を卒業して入社し

たのはドゥ・スポーツプラザという会

社でした。ドゥ・スポーツは、民間で

一番最初にフィットネスクラブを運営

した会社です。その後、専門学校講師

を経てルネサンスに入りました。ルネ

サンスでのキャリアは、基本的には現

場のインストラクター・トレーナーの

仕事から入り、商品開発、教育、そし

て商品を標準化していく品質管理、新

規事業などの仕事を経て、現在のヘル

スケア事業の担当に至っています。

　多岐に渡る仕事をしてきているよう

なイメージではありますが、基本的に

はスポーツクラブの現場で培った経験

をどういうふうにして社会に還元し発

信していくか……。ここが私の起点で

はないかなと思っています。

　つい最近、私はシンガポールに行っ

てまいりました。ここで開催されたの

は、IDEAやIHRSA、あるいはFIBOな

どの欧米とはちょっと違ったb to bの

フィットネスコンベンションでした。

そして、ここで得てきたこと、感じた

ことがすごくあります。日本は課題先

進国であるけれども、世界をリードで

きていない……。そんなことをいまひ

しひしと身に染みて感じているところ

です。それについては、後ほどゆっく

りとお話しさせていただければと思い

ます。

笠原　皆さん、こんにちは。本日は、

たくさんの方々にお集まりいただき、

ありがとうございます。本セミナーに

てファシリテートを務めさせていただ

く笠原でございます。これまでは、パ

ネリストとして業界のお話をするケー

スが多かったのですが、元々学生時代

にDJなどやっていたものですから、

「あなたがやってください」と言われ

まして、 慣れないファシリテートを

務めさせていただくことになりました。

　本日は、フィットネス業界の各方面

の女性リーダーとしてご活躍されてい

るお三方をお迎えして、さまざまな切

り口で、フィットネスの業界のこと、

また元々皆さんはインストラクターご

出身でありますから、かつての現場と

現状との比較においていま求められる

こと、さらに現在はそれぞれ専門分野

をお持ちですので、そういった目線か

ら見たこれからの業界についてなど、

フリートーク形式でお話しをしていた

だければと思っています。もしかする

と、本音の話が飛び出て、できればあ

まりここ以外で漏らさないでほしい…

…という話も聞けたら、と思っていま

す（笑）。

　それではさっそく始めさせていただ

きたいと思います。まずは簡単に自己

笠原　ありがとうございます。業界を

代表する女性経営者のお一人ですが、

本日はその鎧を外していただいて、

「望月美佐緒」という一個人としての

お話しもぜひお聞きしたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたしま

す。それでは続いて、井上さんお願い

します。

井上　はじめまして、井上と申します。

私は新卒でANAに入社しました。そ

ちらで接客の基本を徹底的に叩き込ま

れ、雑草のように強くなければ、たく

ましくキャリアを積み重ねることはで

きないという経験をいたしました。

ANAではその後、新入社員教育を担

当させていただく機会を得たことが、

現在のフィットネス分野における教育

事業につながったきっかけになったの

ではないかと思っています。

　先ほど、笠原さんからご紹介いただ

いたように、私もフィットネスインス

トラクター出身で、いまも現役で指導

しています。運動指導歴は40年で、

すでに還暦を迎えておりますが、運動

をずっと続けてきたからこそいまがあ

るということで、現在は同じように長

く運動をしたいと思っていらっしゃる

女性たちのロールモデルになれるとい

いな、と。それが私自身の大きな励み

の一つにもなっています。

　ANA退職後は、ティップネスで長

くアドバイザーを務め、インストラク

ター教育や全社員の接客教育を担当す

るなどして、航空会社とはまた違った

さまざまな経験を積ませていただきま

した。そして、50歳ぐらいまでこの

アドバイザー業を中心に取り組んでま

いりました。

　起業したきっかけは、ちょうど10

年前、プログラムがプレコリオに傾い

ていったときです。私は、プレコリオ

ではインストラクターの創造性や言葉

で動きを伝えていくことはなかなか難

しいのではないかと懸念すると同時に、
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いただいた方なので、今日は思うとこ

ろを存分にお話いただければと思いま

す。それでは、お待たせしました本橋

さん、お願いします。

本橋　あらためまして本橋恵美と申し

ます。よろしくお願いいたします。私

もエアロビクスインストラクターとし

て、1997年からフリーランスインス

トラクターとして活動してきました。

2003～08年にNHKで『あなたとエア

ロビック』という番組をやっていまし

たが、私は2007～08年にレギュラー

として全国を回りながらエアロビクス

を広めていたという、もうバリバリの

インストラクターをしていました。そ

の頃、YouTubeを1本だけアップした

ことがあります。ステップエクササイ

ズなのですが、当時はまだYouTube

は発展途上でしたが、30万回再生く

らいされていて、そういう意味でも、

有酸素運動は私にとってまさに天職だ

と思って、楽しくお仕事をしていまし

た。

　一方で、2003年頃には、アメリカ

のフィットネスクラブを視察に行った

こともあるのですが、エアロビクスの

クラスが影を潜め、ピラティスやヨガ、

スピニングが台頭してきていることを

目の当たりにしたという経験もありま

す。ただ、当時の私はヨガに対しても

のすごくアレルギー反応があった。な

ぜなら、1990年代半ばに起こったオ

ウム真理教事件の後だったので、ちょ

っと怖いイメージがあったからです。

いまはもうそのイメージは払拭されて

いるのでご安心ください（笑）。で、

もう一つのピラティスってなんだろう、

と。アメリカで流行っているものは、

数年後には日本にもやって来るだろう

という予測のもと、ピラティスを学び

始めました。

　とはいえ、国内では学習する場所が

なかったので、アメリカやロンドンに

行って勉強することになります。する

それであればもう私の出る幕はないと

考えたからです。そして、一旦そこで

幕引きしました。

　その後、独自にフィットネスクラブ

に足りない顧客の問題を解決するプロ

グラムをオリジナルとして作るように

なり、それを広げていくために起業し

ました。それが株式会社アージュであ

り、Sintex ®（シンテックス）という骨

盤と背骨と股関節の可動性を高めるプ

ログラムです。

　私は長く現場におりましたので、フ

ィットネスクラブが仕事場でした。で

すが、起業して変わったのが、運動を

届ける先が行政であったり企業であっ

たりなど、運動が必要なんだけれど、

どこで運動をしたらいいか分からない

ような人たちになったことです。翻っ

て、フィットネスクラブで展開されて

いるプログラムは、本当に運動が必要

な方々に届いているかといえば、実は

あまりニーズに合っていないのではな

いか。それが私の強く思うところで、

今日はそういったお話しができればと

思っています。

　また、コロナ禍に突入して、すぐに

オンラインを立ち上げました。そして、

これがアメリカも含めてさまざまな地

域の眠れない、フィットネスクラブに

通うのはちょっと面倒という方々と出

会うきっかけになりました。さらに先

月には、念願でもあったリアル店舗を

持ちました。渋谷の東急プラザにおい

て、『眠りと背骨と股関節』というズ

バリ内容そのものの店舗名をつけて、

オープンな環境でいろんな方にふらっ

と運動しに来ていただけるという施設

です。簡単ではありますが、私の自己

紹介にかえさせていただきます。

笠原　ありがとうございます。井上ト

キ子さんと言えば、インストラクター

業界において約40年間、現役として

引っ張ってこられた大重鎮です。この

業界をさまざまなかたちでリードして

と、そのうちにアスリートたちから指

導の声がかかるようになりました。ラ

グビーの日本代表や当時、阪神タイガ

ースの現役選手だった矢野さん、下柳

さんから、パフォーマンス向上のため

にピラティスを教えてほしいというこ

とで、アスリートをメインに指導する

ようになりました。

　また、その頃には1冊目の著書であ

る『スポーツに効く体幹トレーニン

グ』という書籍も出版させていただく

機会を得ることもできました。当時は

まだ“体幹”という言葉は一般的では

なく、だからでしょうか、セミナーの

講師として呼ばれる機会がすごく多く

なったのもこの頃です。ただ、セミナ

ーはトレーナーの方々を対象としたも

のというより、理学療法士などの医療

従事者から呼ばれることが多いのが特

徴的でもありました。そして、セミナ

ーでは多くの質問をいただくのですが、

医療用語が全くわからない……。これ

はまずいな、と。そこで、それを機に、

スタジオで実践指導をするだけのイン

ストラクターは卒業しようと思い、独

学で医学の道に進むようになりました。

そして、プロゴルファーの松山英樹く

んをはじめとするアスリートに対して、

パフォーマンス向上だけではなく、選
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を経てずいぶんと様変わりしました。

そして、総合クラブにおいては、まだ

まだ会員数がコロナ前に戻り切ってい

ない状況です。一方で、いわゆるバジ

ェット型の低価格のジムがものすごく

増えています。そういう意味では、新

しい顧客がそこに入ってきており、全

体の参加率を少し押し上げているので

はないか、あるいはいまなお選択に迷

っているという人たちも少なくないの

ではないかと思います。そのあたりの

ところを、皆さんはどのようにとらえ

ていらっしゃるのか、まず井上さんか

ら忌憚のないご意見をおうかがいした

いと思います。

井上　コロナで大打撃を受けたのは皆

さん、どこも一緒だと思いますが、そ

の間にオンラインによるフィットネス

コミュニティを立ち上げた中・大手の

フィットネスクラブも多いのではない

でしょうか。そして現在では、オンラ

インとリアルを並行して取り組んでい

るところも少なくないと思います。し

かし、リアルが戻ったときにオンライ

ンとの差別化をどうすべきかについて

明確に考え、指導者教育をされていた

のかと考えると、少し心もとないので

はないかと思います。

　リアルとオンラインの差は何か。私

は五感の中のとくに触覚の有無にある

と思っています。いわゆる、手で触っ

て何をかしてあげることができるのが

リアルの強みであり、一方でオンライ

ンの弱点である、と。ところが、フィ

ットネスクラブ——とくに中・大手で

あればあるほど、感染を恐れるあまり、

インストラクターに対して、お客様に

触ってはならない、お客様には対面せ

ず背中を向けて指導することを義務化

したと聞いています。すると、お客様

にとっては、せっかくフィットネスク

ラブに行っても、コミュニケーション

の感覚が得られず、ましてやマスクを

しているので、インストラクターの表

手たちが怪我をしないためにはどうし

たらいいかということで、怪我予防の

プログラムを独自で作るようになった

のです。

　すると、今度は医学学会の方から声

をかけていただくようになり、現在は

日本を代表する7名の整形外科医とと

もに“スポーツ医学アカデミー”とい

うオンラインセミナーを主宰するまで

に至っています。これは、フィットネ

スインストラクターたちがもう少し体

について正確な知識を得るため、7名

のスポーツドクターから部位別に基本

的なことを教えてもらおうという主旨

で取り組んでいる教育事業です。

　さらに、もう1つの事業として、い

まの私の原点となったピラティス、ヨ

ガの指導者育成、及び資格を発行する

仕事を行っています。以上です。

笠原　ありがとうございます。本橋さ

んは現在、徳島大学医学部の大学院に

入られて、医師の方と一緒に、特にア

スリートの障害予防をついて専門的な

研究をされているという、フィットネ

スの分野からは少し離れていらっしゃ

いますが、逆にいまのそういうお立場

の中で、現状のフィットネスクラブ、

フィットネス業界をどう思われている

かというお話しをお聞きしたいと思い

ます。……という大変ユニークなとい

うか、それぞれに非常に高い専門性を

お持ちのお三方でございます。あらた

めて本日はよろしくお願いいたします。

フィットネス業界の
現状分析と評価

笠原　では、ここからはいよいよ本題

に入ってまいりたいと思います。１つ

目のセッションは、今のこのフィット

ネス業界をどのように分析し評価され

ていらっしゃるか、まずそれぞれにお

話をおうかがいしたいと思います。

　我々フィットネス業界も、コロナ禍

情もわからない。それに対して、オン

ラインの場合は、指導者はマスクを外

しています。そう考えると、せっかく

戻ってきた人たちが、「な～んだ」と

失望して、またオンラインに戻られた

というケースも少なくないのではない

か……。こうしたことから言えること

は、何か新しいことを始めるときには

既存の問題点を解決できるような、新

しい試みをプラスして臨んでいくとい

うことがすごく大事ではないかという

ことです。

　すでに申し上げた通り、私自身の生

業はインストラクターの人材教育・育

成ですが、昨今のインストラクターの

方々に接していて感じることは、ベテ

ランも若い方も一様にグループエクサ

サイズのときに、広い視野でたくさん

の方を見る能力の低下についてです。

一方で、「いま、何を教えている

の？」って尋ねると、「ズンバ」と答

える方がすごく多い。すなわち、話さ

ない、音楽ありき、やることをみんな

が知っている……みたいな感じのプロ

グラムを教えていくと、ますます動物

的に動くだけで事足りて、レッスンを

言葉で補足していく能力が失われてい

くということ。

　また、先ほども申し上げた通り、私

2024年（令和6年）8月13日
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本橋さんから現状のフィットネス業界

に対して思うところをお話しいただき

たいと思います。

本橋　私は、いまフィットネスクラブ

でのお仕事はありません。では、フィ

ットネス業界を第三者的にどう見てい

るかというと——。昨年から今年にか

けてグループレッスンによるピラティ

スが非常に流行ってきており、いま日

本国内では、530店舗ぐらいで展開さ

れているそうです。そしてそこでの指

導を垣間見ると、小さなスタジオでは

約８台、大手では30台ぐらいのピラ

ティスマシーンを並べて、インストラ

クター1人が８名から30名をマシーン

に乗せて指導するというグループレッ

スンが主流になっているという盛況ぶ

りです。

　一体、どうしてこれほどまでにピラ

ティスが流行っているかといえば、美

容・ダイエットを目的として取り組む

という方が圧倒的に多いから。聞くと

ころによると、あるグループレッスン

のピラティスの会社は、モデル事務所

と契約をして、モデルさんたちがモデ

ルの仕事だけではご飯を食べていけな

いということで、簡単な社員研修によ

ってピラティスを勉強して、それをお

客様に伝えるといったかたちも増えて

きているそうです。つまり、人気が高

まっていることはとても喜ばしいこと

ですが、その一方で、コミュニケーシ

ョンスキルはいうに及ばず、技術的な

面においても専門性が磨かれないまま、

名ばかりの指導者としてお客様に指導

してしまっているという現状に対して

は憂いを抱いているところです。

笠原　本橋さんのおっしゃる通り、ピ

ラティスのリフォーマーを使ったグル

ープレッスンはいま海外でもものすご

く流行っていて、各社も慌ててトレー

ナー、インストラクターの養成に努め

ているのではないかと思いますが、本

が大手フィットネスクラブのアドバイ

ザーを辞めるきっかけはプレコリオ主

体になっていくということによって、

私に求められる役割はもうないのでは

ないかと悟ったから。と同時に、そう

した傾向に対して、業界に対する大き

な危機感を覚えました。果せるかな、

インストラクターの創造性がなくなっ

ていると感じています。

　以上の点から言えることは、グルー

プエクササイズを教えるための視点、

お客様と触れ合いつつ、自分自身によ

るオリジナルのプログラムの創造性や

表現力を高めていくための社員教育を、

ぜひもう一度見直していただきたいと

願っているということです。

笠原　リアルとオンラインとが混在し

両者の棲み分けができていないことに

よって、またプレコリオ主体になって

しまっていることによって、いまイン

ストラクターの本質的な部分が大きく

揺らいできているのではないか、と。

そうした現状に対して大きな懸念を抱

かれている……。

井上　なんだか、どこのフィットネス

クラブも似たようなプログラムばかり

になっているというのが個人的な印象

です。したがって、小規模の目的を絞

ったところに負けてしまうのもさもあ

りなんだなって。

笠原　なるほど。ちょっと耳が痛いお

話しです。当社アイレクススポーツラ

イフも、ここ数年、より効率化を図る

ための方策として、社員やアルバイト

によるプレコリオレッスンを５割以上

に引き上げようとかという経営方針を

出していたばかりで……。しかし、い

ま井上さんからいただいたご指摘は、

まさに逆転の発想というのでしょうか。

これからのフィットネスクラブの在り

方を考えるにあたって、非常に重要な

課題ではないかと思います。続いて、

橋さんからご覧になって、１人が８～

30名を指導するというグループレッ

スンについては、どのように感じてい

らっしゃいますか？　本来はもっとこ

うあるべきではないかというご意見が

あれば……。

本橋　ピラティスのマシーンは元々一

人の患者さんに対して、一人の看護師

がベッドのスプリングを利用してでき

上がったプログラムであるという経緯

があります。したがって、やはり1対

1でしっかりと体の状態を確認しなが

ら教えていくというのが、本来のあり

方ではないでしょうか。そう考えると、

8人でも非常に多いかなと思いますが、

でも、この時代にあったグループレッ

スンを進めていくには、1対1だとコ

ストも高くなる。そういう意味では8

名が限界だと思います。

笠原　なるほど。本来は1対1で取り

組まなければならないものが、グルー

プレッスンであれば一人一人の価格も

抑えられる。しかし、それによって生

じるクオリティと効果をどのようにし

て保つかというところが、これから大

事になる、と。

本橋　はい、おっしゃる通りです。

笠原　ありがとうございます。それで

はお待たせしました。望月さん、フィ

ットネス業界の現状について、どのよ

うに評価されていらっしゃるか、お聞

かせください。

望月　やはりコロナによって、大きな

打撃を受けたということはもう間違い

ないと思います。しかし、その一方で、

新たな発見もあったのではないか、と

いうのが正直なところです。例えば、

私たちはいま、ルネサンスオンライン

ライブストリーム（ROL）というサー

ビスを提供しています。週間で250本

2024年（令和6年）8月13日
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第にリアルに戻ってなかなか定着しき

れていないと感じています。いまの望

月さんのお話だと、フィットネスクラ

ブに行けない人たちにとっては、実は

ものすごくいい運動機会になっている

のではないかというご意見がありまし

たが、井上さんは、こうした状況をど

のようにとらえていらっしゃいます

か？ 

井上　弊社もコロナ直後の2020年か

らすぐに取り組み始め、現在も続いて

います。そして、私どもの小さな自慢

の一つは辞める方がいないことです。

ライセンスとうまく絡めさせながら、

ライセンスを取得した人へのアフター

フォローとして、資格を取ったけれど

も、その後、このプログラムをどうや

って教えたらいいのか分からない人、

あるいは不安に感じている人に対して、

オンラインによる継続教育という位置

づけで取り組んでいます。

　もう一つは、先ほども申し上げまし

たけれども、リアルとオンラインとの

差別化がすごく大事であるということ。

リアルの場合、当然のことながら始め

られる時間帯と終わる時間帯がおおよ

そ決まってきます。スタッフがそこに

入ってこられる時間帯、そして電車で

帰れる時間帯というふうに。一方、オ

ンラインの場合はもう少し幅を持たせ

ることができますが、基本的には朝は

7時半もしくは8時から、そして夜は

22時までをボリュームゾーンとして

います。スタートした当初は 21時半、

22時半、あるいは23時など、いろい

ろと設定を変えて様子をみた結果、意

外に多かったのが22時30分でした。

参加者のご意見を聞いてみると、歯を

磨いてパジャマに着替えて、そのまま

寝られる状態がすごくありがたい、と

（笑）。

　私どもは小さな企業体ですので、会

員も数百名です。その数百人の方々の

悩みにフォーカスした継続教育だった

ほどのさまざまなレッスンを展開して

いるので、月にすると1000本ぐらい。

基本的にはライブがメインになってい

て、オンデマンドも若干使っているの

ですが、ここにいま5万人以上のお客

様がいらっしゃいます。ちなみに、会

員の方々には無料（会費の中にインク

ルード）でこのプログラムを受けてい

ただける制度にしているので、それ以

外に5万人以上のお客様がいらっしゃ

るということです。

　さて、皆さん、この中でもとくに多

いクラスでは、どのぐらい参加される

と思いますか？　イメージつきます

か？　まず一番人数の多い時間帯は、

実は夜の9時台です。もちろん、その

時間帯には一本だけでなく、ヨガのク

ラスもあれば、トレーニング系のクラ

スもあるなど、3～4本提供している

んですね。そして、もっとも多いクラ

スでは900名ぐらい入ることがありま

す。

　このROLは、スポーツクラブに来ら

れている方は、実はあまり利用されて

いません。では、どういう方々が利用

されているのか……。我々のスタッフ

が定期的に確認をしてみると、近隣に

スポーツクラブがない地域は世の中に

はたくさんあるということにあらため

て気づかされました。例えば、奄美群

島の沖永良部島から入ってくださって

いるというケースもあったりするので

す。

　加えて、スポーツクラブに通うのが

環境的に難しい方、例えば、お子さん

が小さくて、というような方もたくさ

んいらっしゃるな、と。あるいはスポ

ーツクラブのハードルが高く、自宅で

気軽にできる環境を求めていらっしゃ

るという人も少なくないと、取り組ん

でみてあらためて感じているところで

す。そういう意味でも、その周辺の領

域に残された可能性を、私たちが培っ

てきた総力をあげてもっともっと掘り

起こしていかなければならないとあら

ためて感じているところです。まだま

だ可能性は十分にある、と。

　さまざまな見方はあると思いますが、

日本のフィットネスクラブへの参加率

は４％ほどで、欧米や韓国に比べると

いまだ低いのが現状です。でも、そう

いった中でコアな人たちというのは、

それくらいなのではないかと、逆に納

得しているところもあります。一方で、

運動は、やらないよりやったほうがい

いと思っている方はやはりたくさんい

て、その方々を施設に無理なく誘導し

た一つの成功例がchocoZAPさんのよ

うな手法ではないか思います。すでに

120万人を超える会員数を集められて

いるというのは、やはり素晴らしいと

感じています。今後、どのようにして

そのニーズを汲み取り続けていくのか

……。私たちも見守っていきたいし、

一緒に勉強もしていきたいと思ってい

ます。

オンラインをどう活用するか

笠原　なるほど。オンラインについて

は、我々もコロナ禍の中、顧客を離さ

ないために急遽それに取り組んだもの

の、アフターコロナになってくると次

2024年（令和6年）8月13日
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ただき、タッチポイントを絶やさない

こと。

　例えば、お客様が今日のレッスンで

はこれが良かったという意見に対して、

講師がそれに即答するなどです。また、

時間外のタッチポイントにも努めてい

ます。これは、私自身が取り組んでい

ることですが、平日の毎朝アファメー

ションメールを送っています。そして、

睡眠についてや季節に応じた歳時記的

なメールを一方通行ではありますが、

お送りしています。

笠原　なるほど。オンラインだからこ

そ、一人一人とつながっているという

ことを、メールなども駆使されながら

地道に取り組まれていらっしゃるとい

うことですね。ありがとうございます。

では、次のセッションに移りたいと思

います。本セミナーの本題にもなって

いる「これからのフィットネスクラブ

への提言」についてです。皆さんが思

うこれからのフィットネス、それぞれ

お立場の中で、ぜひここから5年後、

10年後を見据えたときのフィットネ

スクラブの運営には、こういうことが

大事ではないかというところをお話し

いただければと思います。

　まず、本橋さんから。本橋さんの場

合は、現在、医療従事者との関係をし

っかりと構築されながら取り組まれて

います。一方で、フィットネスクラブ

も医療の求めている深さとフィットネ

スが抱えている危うさのようなものと

の狭間で、そちら側に行きたいんだけ

ど、なかなか医療機関から認められき

れないというところもあるのではない

かと思いますが、そのあたりも含めて

いかがでしょか？

フィットネスクラブへの提言

本橋　私は、元々アスリートを指導す

る機会が多かったのですが、その一方

でスポーツクラブに来られているよう

のですが、さらにいろいろとご意見を

聞いてみると、眠れないという方が多

く、したがって、夜は無駄を一切取り

除いた快眠を得られるようなプログラ

ムしか置いていません。それに対して、

朝はエアロビクス、筋トレ、ダンスな

どです。すなわち、朝の早い時間には

比較的強度の高いもの、そして夜は眠

りに誘うものしか置かないという選択

肢にも十分に心がけています。

笠原　本橋さんもオンラインは結構、

活用されていらっしゃるのですか？ 

本橋　はい、オンラインは2つ実施し

ています。1つはヨガ、ピラティスの

養成コース。これはコロナに入ってか

ら初めて活用するようになりました。

養成コースは、とくに地方の方の場合、

取得するための受講料以外に、会場ま

で少なくない交通費をかけて、ホテル

を予約したりしなければならないなど

の出費が伴います。それがオンライン

になったことによって、交通費も宿泊

費もかからない、お子さんが隣の部屋

に居ながら別の部屋で受講できる、ま

たアーカイブで残して何度でもそれを

視聴できる、といったさまざまなメリ

ットが生まれたのではないかと思いま

す。

笠原　オンラインは、いまおっしゃっ

たように養成コースなどで活用すると

いう場合には非常に効果性のあるツー

ルになると思いますが、一般の会員の

方々に向けてエクササイズなどを発信

する場合には、確かにユーザービリテ

ィはいいと思うのですが、一方通行で

なかなか続いている人が少ないのでは

ないか、というのが私の感想なのです

が、継続してもらうための秘訣という

か、ポイントみたいなものがあれば教

えていただければと思います。

望月　これは私たちが実施している仕

組みというよりは、先ほどお話しした

R O L で は 、 住 友 生 命 さ ん の

「Vitality」という健康増進型の保険

と提携させていただいていることも大

きいと思っています。保険に加入され

ていらっしゃる方で、かつ私共のオン

ラインを利用されている方々にはさま

ざまなインセンティブがある。これっ

てモチベーション的にもすごく大きい

のではないかなと思っています。

　要は、住友生命さんがつくられてい

るその保険の仕組みとしては、健康に

なる取り組みをすればするほどポイン

トが貯まるというものです。そして、

貯まったポイントが保険料に還元され

るほか、週次でもポイントが精算され

ていくのです。例えば、1週間のサイ

クルで設定される運動ポイント目標を

達成することで、スターバックスのチ

ケットが当たるというようなインセン

ティブもあって、ゲーム感覚でチャレ

ンジをしていくみたいなところは、継

続に結び付いている一つの要因ではな

いかと思っています。

笠原　なるほど。それは面白い仕組み

ですね。オンラインの話題が少し長く

なって恐縮ですが、最後にもう一つ。

オンラインの場合、井上さんもおっし

ゃっていたように、肌感覚といったリ

アルが感じられない分、インストラク

ターの一方通行になりがちで、受け手

側はそれではつまらないということに

なるのではないかと思うのですが、そ

の辺りに関して、オンラインではリア

ルと違ってどのようにインストラクシ

ョンの工夫されているのでしょうか？

井上　やはりタッチポイントというの

はとても大事な要素で、リアルと違っ

てオンラインの場合は一方通行になり

がちなところは否めません。そこで、

私どもはメッセンジャーを活用してい

ます。会員様でメッセンジャーのアカ

ウントがある方は全員そこに入ってい

2024年（令和6年）8月13日
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とで、体の機能を知りながら教えてい

かなくてはいけないという危機感を覚

え学び始めたとき、その学ぶ楽しさと

いうものを初めて知ったんですね。指

導し始めて十数年経ってから……。

“後悔先に立たず”とはまさに、私の

ことをいうのだな、と。ですので、私

以外にもまだその楽しさを知らないイ

ンストラクターの方はたくさんいらっ

しゃるのではないかと感じるので、体

を動かす楽しさと同時に、その意義を

裏付ける学びの楽しさも味わっていた

だきたいな、と思います。この先、後

悔しないためにも。

笠原　なるほど。エアロビクスの流れ

からプログラムの一連としてのピラテ

ィスがあるというふうに見えるけれど、

実はそこで体のことをもっと深く知ら

なければならないことを教えてくれた

のがピラティスだったというわけです

ね。大変参考になりました。ありがと

うございます。同じ質問で今度は、井

上さん、いかがでしょうか？ 

井上　いままさに本橋さんがおっしゃ

ったように、顧客の悩みを解決するプ

ログラムをそろそろ置かれたらよいの

ではないか、と思っています。例えば、

「〇〇エアロ」とか、どうなのでしょ

うか……。受ける人たちは限定されて

しまうのではないかと思うのです。

　私はいま、このスポルテックで３日

間ブースを出しているのですが、カー

ディオプログラムの中にも、私たちの

オリジナルがあります。そして、その

キャッチコピーが「メタボ改善＆痩せ

る動きづくり」。フィットネスクラブ

に法人派遣するときも、「Sintex® 

Cardio」ではなく、“メタボ改善”有

酸素運動とか、“痩せる”有酸素運動

のようにキーワードを使っています。

そして、“エアロ”という表記はなく

しています。あるいは、ピラティスの

場合も、ただ単にリフォーマーを使っ

なお客様、いわゆる一般の方も指導す

る機会がありました。最近は、ドクタ

ーたちからの紹介で、中高年の特にも

う歩行が難しい方とか、どうやっても

腰痛が手術で治らないという患者さん

をパーソナルで見る機会にも恵まれる

ようになりました。そういった指導を

していて感じるのは、やはり昔よりも

はるかに高齢者社会が進んできている

ので、運動を行わなくてはいけない人

たちのターゲットが昔よりも中高年に

絞られてきたのではないかという印象

を受けています。翻って、自分自身も

激しく動いていた若いときとは違って、

いまも継続的に運動はしているけれど、

年齢とともにやはりここが痛い、ここ

の動きが悪くなってきたということを

実感しているほどですから。

　例えば、お客様から「脊柱管狭窄症

と診断されたんだけれど、どんな運動

したらいいの？」とか、「膝が痛くて

だんだん変形してきてしまっているん

だけど、この運動はしていいのかし

ら？」など、いわゆる運動器障害に関

する質問を受けることが多くあります。

したがって、運動指導する際には指導

者側がいかに医学的知識をきちんと備

えた上で、誠実にお客様に対応できる

かという、そういったより専門性を高

める時代になってきたのではないかな

というふうに感じています。

笠原　その専門性を高めるために、ク

ラブとして取り組まなければならない

ことは何だと思いますか？

本橋　やはり研修ではないかと思いま

す。私自身もそうだったのですが、エ

アロビクスを教えている若い頃って、

背骨の数さえ知らなかったんですね

（笑）。ただただ純粋に楽しく、皆さ

んと一緒に有酸素運動をして元気に！

ということが目的だったので、あまり

勉強する機会も、その必要性もなかっ

たのですが、ピラティスに出合ったこ

た「グループピラティス」と打ち出す

のか、「“腰痛改善”ピラティス」と

打ち出すのとではまったく違います。

　私どもの有酸素運動は股関節の状態

も良くなるので、「股関節がぐっと動

く有酸素エクササイズ」のような打ち

出し方で、他と差別化を図っています。

その代わり、派遣するインストラクタ

ーは厳選します。ここが難しいところ

で、インストラクターに必要な能力と

いうのは、まずグループにおける指導

力だと思うのですが、先ほど本橋さん

がおっしゃったように、基本的な医学

知識を身に付けておくこともすごく大

事だと思います。なぜなら、質問を受

けるのは現場ですから、知らなければ

恥をかくことになる……。

　一方、一つ目に挙げたグループを教

える指導力についてもう少し具体的に

申し上げると、いま私、こうしてお話

しをさせていただいていますが、グル

ープを教える人たちの特徴は、個別に

見ることもできるし、全体を見渡せる

こともできるということ。なので、遠

くにいらっしゃる方まで、私は全部見

えます。退屈されているんだろうなと

か、さっきは顔を上げて目が合ったの

に、いまは全然合っていないとか

（笑）。これがグループを教える能力

であり、社会においても役立ちます。

したがって、グループ指導ならではの

指導者をきちんと育てて、グループを

大切にするということも、この機会に

あらためて申し上げておきたいと思い

ます。

　もう1つ付け加えておくと、コンテ

ンツありきのとき、大きなスタジオだ

と難しい場合があるので、その大きな

スタジオを2つか3つに分けて、小さ

いスタジオをいくつか持つみたいな感

じで“悩み別”にプログラムを提供し

ていくと、より丁寧な指導ができるの

ではないかと思っています。

笠原　ありがとうございます。とても

2024年（令和6年）8月13日



9

とによって質の高いインストラクター

の映像を使ったレッスンを置いたりし

てみると、逆に人気が高まったりする

のではないかと思います。

　あとはクリエイティブな人が戦略に

入って来るといいなのではないかと思

っていて、私は空いている時間には空

いているスタジオでお昼寝をするとい

う使い方もありではないか、と。すべ

てのスタジオをエクササイズで埋めな

ければならないと考えるのではなく、

例えば、お子さんのスイミングスクー

ルに帯同していらっしゃるお母さんた

ちは、日々の家事に追われて寝不足の

方も少なくないので、もしお疲れだっ

たらお昼寝ができるスタジオをご用意

し、サービスで耳栓を差し上げるとい

う活用法もあるのではないかなと思っ

ています。

笠原　なるほど。そういう意味では、

コンテンツ開発がすごく重要であると

いうことですね。では、望月さん、い

かがでしょうか？ 

望月　先日、シンガポールに行ってき

たことは冒頭申し上げた通りですが、

シンガポールにおいても、やはりスタ

ジオがたくさん分かれているというと

ころは、まさにその通りかな、と。加

えて、ブティック型で展開をしている

ものを総合型の中にどんどん組み入れ

ていくという取り組みも肌感覚ではあ

るけれど、推進されていると感じまし

た。ここに来れば、何でも体験できる

というような……。

　一方で、今回シンガポールに行って

すごく感じたことは、プレゼンターは

APEC 、欧米から100名以上いらし

たのですが、日本からは私とエニタイ

ムの山部社長のみだったんですね。日

本はたった2％なんだなって。その2

％の全体の意味を冷静に考えてみると、

日本はインドやインドネシア、あるい

はアラブ諸国など人口がどんどん増え

参考になるお話だったと思います。や

はり指導者としてプロフェッショナル

というか、より深い専門性に加えてグ

ループに対する指導力というものも、

実際にレッスンを受けたときの大きな

違いとして出るのだろうと思います。

　では、望月さん、これからのフィッ

トネスクラブはこうなっていくのでは

ないかという展望も含めて、お話しい

ただければと思います。

望月　本橋さん、井上さんのお話を聞

きながら、もう本当にその通りだよな

って。一方で、それをスポーツクラブ

でやると、効率とかコストとか、果た

して投資をしたはいいけれど回収でき

るのかななど、いろいろ考えちゃうよ

なっていう気持ちも湧いてきたり……。

私もインストラクター、トレーナー出

身だっただけに、その重要性はすごく

感じるんですけど、同時に難しさもま

た感じているというのも本音です。

　そういった中でいま思っているのは、

私たちの会社にも優秀で本当に素晴ら

しいインストラクターやトレーナーの

人たちがたくさんいるので、その人た

ちの知見をもっと広げることできない

かな、と。そして、それが“禍を転じ

て福と為す”ではありませんが、コロ

ナによって具現化できる方向に大きく

変わったことではないかと思うのです。

　例えば、北海道にいるインストラク

ターは、いままでだったら北海道でし

か教えられませんでした。ところが、

いま私たちは北海道の小清水町という

網走の隣町にある人口5,000人ぐらい

の町と、庁舎の建て替え事業や、その

中にあるスポーツクラブのコンサルを

やったりしているのですが、そこで実

施している「介護予防教室」を東京・

両国のスタジオでもやることができる。

そういった可能性は今後ますます増え

てくると思うのです。

　スポーツクラブの現場にはアルバイ

トの方々にご活躍いただいていている

一方で、専門性を高める前に退職され

ているという実態があることは否めま

せん。であれば、もっとDXなどを活

用して、30年、40年やっている素晴

らしいインストラクターやトレーナー

の人たちに、アイドバイスを求めるみ

たいな世界が築けられたらな、と。蓄

積された知見を持ち、接客スキルもあ

る。そういったインストラクターの

方々はたくさんいらっしゃいます。そ

の人たちがスポーツクラブや地域とい

う枠組みを飛び出して、オンラインも

しくはDXを通じて、さまざまなかた

ちで指導ができる……。そんな世界が

描けるようになっていけばいいのかな

と思ったりしています。

クラブ運営に
求められるアイデア

笠原　ありがとうございます。では、

引き続き次のセッションに移りたいと

思います。今度はクラブの業態や運営

などの中身の話、そしてその先にある

人材育成についてうかがいたいと思い

ます。

　先ほど、井上さんから「大きなスタ

ジオを2つか3つに分けて……」とい

うお話がありましたが、実際にヨーロ

ッパなどの最新クラブを見に行ってみ

ると、かつては２～３つだったスタジ

オをさらに小規模サイズにして7つに

増えている。いわゆるブティック型の

コンテンツを増やしていくのが、今後

の総合クラブとしては必要になってき

そうだなと思っているのですが、もし

アイデアがあったらぜひお願いします。

井上　先ほど望月さんがおっしゃった

ように、それはよくわかるけど、人が

ね、お金がねっていうジレンマは、私

も長くフィットネスクラブのアドバイ

ザーをやっていましたのでよくわかり

ます。それに対して、一つの提案とし

ては、例えばバーチャルを活用するこ

2024年（令和6年）8月13日
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いかと思っています。

　健康日本21（第３次）にも、「座

りすぎは健康阻害の大きな要因であ

る」と明記されていますが、いまなお

椅子に座ったエクササイズを、高齢者

の方々にさせている現実があって、私

は立って行うシニアプログラムをぜひ

作りたいと思っています。

笠原　まさに本質をついたご意見だと

思います。確かに「座ってばかりいる

と健康に悪い」と言いながら、一方で、

またそこで座らされて……というのは

矛盾していますが、やはり必要以上に

安全性を担保しておかなければならな

い、もし何かがあったときには一体誰

が責任を取るのかという、過剰なまで

の日本社会のマイナス部分が出ている

ということなのかもしれませんね。

人材育成のためのヒント

笠原　それでは、いよいよ最後のセッ

ションである人材育成の話題に移りた

いと思います。今回、皆さんには女性

のリーダーとしてここにご登壇いただ

いているわけですが、これからのフィ

ットネス業界における人材育成につい

て、まず本橋さんから順番におうかが

いしたいと思います。

本橋　もうズバリ、専門性を高めるこ

とだと思っています。現在、「エクサ

サイズ・イズ・メディスン」——すな

わち「運動は薬です」という言葉が少

しずつ浸透してきています。ドクター

たちも、自分たちが行っている手術や

投薬、そして注射などで痛みを軽減す

るのには限界がある、とおっしゃって

います。であれば、運動療法で治すの

が一番いいだろうと、いま医療の現場

ではそれがスタンダードになってきて

います。

　特に整形外科、例えば膝痛や股関節

痛など、運動器障害を抱えている人た

ている国々と比べると、相手にされて

いない市場だなということを痛感した

次第です。では、いま日本人の私たち

がやるべきことって何だろうと考えた

とき、課題先進国である私たちが率先

して開発していくべきは、やはり認知

症対策など医療と密接に関わりながら

健康長寿を推し進めていくことが重要

ではないか、と。そこに運動をしっか

りとリンクさせて、医療費の負担を減

らすこと。そう考えたときに民間の私

たちが担う部分というのは、どんどん

増えてくるのではないかと思っていま

す。

　また、ブティック型と総合、さまざ

まな業態が出てくることで、言い方は

適切ではないかもしれませんが、隙間

を埋めていくものもいっぱいあること

で、むしろたくさんの方々が健康にな

るのではないかと肯定的にとらえてい

ます。したがって、それぞれが自分た

ちはどこをターゲットにして、どうい

う方々のペインに応えるかについて考

えていくことが、これから先はますま

す重要になるであろうと思っています。

笠原　ありがとうございます。欧米で

流行っているプログラムを取り入れる

のもそれはそれで大事だと思う一方で、

今後は日本ならではのコンテンツの開

発も求められてきているのではないか

と思います。そういった観点から、も

しなにかご意見やアイデアがあれば…

…。

望月　私たちは、10年ほど前に脳活

性化メソッド「シナプソロジー®」と

いうプログラムを独自に開発しました。

認知症予防を目的としたこのプログラ

ムの顧客は、実は介護施設やドラッグ

ストアが圧倒的に多く、またさまざま

な自治体のプログラムにおいても幅広

く取り入れていただいています。

　一方で、大阪国際がんセンターとと

もにがんサバイバーの方のための運動

プログラムを開発したりなど、やはり

日本が課題先進国だからこそ、そうし

た問題に積極的に取り組んでいくこと

によって、今度は同じような問題を抱

える欧米諸国への展開というものも可

能なのではないかと思ったりしていま

す。

笠原　超高齢者社会を迎えている日本

においては、高齢者プログラムをさら

に充実させることによって、実は世界

のフィットネス業界をけん引していく

ことも可能であるというわけですね。

井上さん、いかがですか？

井上　私もシニアのプログラムは、こ

れからますます海外において注目され

ていくと思います。ただ、一つだけ心

がけておきたいことがあります。私は、

新たなプログラムが開発されるときの

きっかけというのは「あれっ、何かお

かしいな？」って思う目の付け所では

ないかと常々思っています。

　例えば、日本のシニアプログラムは

ほとんどの場合、座って実施されてい

ます。安全面を考慮すると、やはり座

ったプログラムに落ち着くことになる

のだと思いますが、実はインドネシア

で日本のシニアフィットネスのさまざ

まな映像とか写真を見せたとき、そこ

に居た人たちから一様に驚かれました。

「トキコ、これは病院でやっているの

か？」って。「いやいや、フィットネ

スクラブも行政も、シニアといえばみ

んな座ってやるんです」と答えると、

「この人たちは立てないのか？」と。

「いや、立てるし、歩ける」。このか

み合わない問答に、“ハッ”としたも

のです。日本では、シニアというと、

そもそも椅子に座って行うプログラム

であると思い込んでしまっている、と。

言い換えれば、座って行わなければ、

シニアプログラムにならないっていう

ふうに……。したがって、私は、その

偏った考え方を変えていくべきではな
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けたいっていうふうに思っていて、上

昇志向もありませんでした。それでも、

私がいまこの場にいられるのは、やは

り上司に恵まれたからではないかと思

います。当時の社長をはじめとする取

締役の人たちが「やっぱりその目線が

必要なんだ」って思ってくださったこ

と、「君が思う意見をどう反映してい

くのかも、スポーツクラブにとって大

切なんだ」と、力強く背中を押してい

ただいたことが大きかったと思ってい

ます。

　人口の半分が女性であれば、やはり

女性の目線は必要なものだし、それを

受けてスポーツクラブも展開されるべ

きである、と。ただ、女性のほうはと

いうと、昇進をあまり望んでいない、

むしろ尻込みしてしまうという実態も

おそらくあるのではないでしょうか。

そう考えたときに、上司だったり、経

営者の人たちが、その女性の力をどう

引き出すのかというところがすごく重

要なカギを握るのではないかと思いま

す。

笠原　おっしゃる通りだと思います。

では、女性役員の比率であったり、あ

るいは女性リーダーの比率といった目

標設定を引き上げるという取り組みも、

実際には必要ではないかと思いますが、

そのあたりいかがですか？

望月　そうですね。待っているだけで

はなかなか上がってこないという現実

もあって、すでにいくつかの手を明確

に打っています。女性の支配人比率を

上げることを会社としても明確に決め

ました。なぜなら会社にとって必要だ

から、と。もちろん、それによって男

性が不利になるということではなく、

女性は一定のレベルで上げていくとい

う方針です。

　加えて、やはり育成・教育もすごく

重要であると思っています。そんな中、

経産省が産業界の女性リーダー育成の

ちに対しては、ヨガやピラティスなど

の運動を病院の中で教えるという時代

が訪れてきています。昔は運動といえ

ば、フィットネスクラブで行うものと

いうとらえ方が一般的でした。しかし、

これからは病院の中でのリハビリテー

ション、つまり保険を使った治療が終

わった後に、「メディカルフィットネ

ス」という名称で、リハ室とは違う部

屋が設けられて、保険外による運動指

導というかたちが当たり前になってく

るという予感がしています。

　一方で、現在、厚労省では「人材育

成リスキリング支援」を行っており、

例えば、整形外科がピラティスやヨガ

を治療として導入するのであれば、養

成コースに行って資格を取る金額の

75％を国が援助するというかたちで

助成金が降りるのです。そこで弊社で

はいま、クリニックに出向いて、理学

療法士やドクターたちに、ピラティス

やヨガの資格を発行するという事業も

精力的に行っています。

　痛みを抱えている患者さんにしてみ

れば、保険治療が終わった後も継続的

に運動をしたいという人は、もちろん

フィットネスクラブという選択肢もあ

るけれど、それよりもドクターや医療

従事者がいる「メディカルフィットネ

ス」で運動したほうがより安心という

わけです。そう考えると、フィットネ

スクラブも今後はより専門性を高める

というところに少しずつシフトしてい

くことによって、フィットネスクラブ

でもさまざまな痛みが改善できる、そ

ういう場所なんだという認識を持って

もらえるのではないか、と。そして、

ゆくゆくは、「フィットネスクラブで

も」ではなく「フィットネスクラブだ

からこそ」というところまで進化を遂

げていただきたいと思っています。

笠原　ありがとうございます。大変意

義のあるご指摘だと感じました。同時

に、そういう支援の仕組みは、むしろ

医療業界のほうが一歩先んじてフィッ

トネスを勉強し始めているというとこ

ろもよくわかりました。それでは井上

さん、人材育成について思うところを

お話しください。

井上　これまでは、フィットネス業界

という内々の中でフィットネスの専門

家から学ぶということが主流でしたが、

これからは他分野との連携もより求め

られるのではないでしょうか。そして、

いままさに本橋さんがおっしゃったよ

うに、医療分野との連携はその一つの

成功例だと思います。したがって、フ

ィットネス業界もいまの閉塞感から脱

却するためには、人材育成の面におい

ても、他分野との交流が求められるの

ではないか。少しずつでもそのバリエ

ーションを増やしていくことによって、

選択肢もさまざまに広がってくるので

はないかと思います。

　また、フィットネス業界に限った話

ではありませんが、女性が出世しづら

いというのでしょうか、なかなか決定

権を持たせてもらえないというのが、

私の中でモヤモヤするところでもあり

ます。この点に関しては、ぜひ業界の

トップランナーである望月さんに、ぜ

ひ頑張っていただきたいと思っていま

す。

笠原　それでは望月さん、井上さんの

激励を受けて、これからの人材育成に

ついてどのようなご意見をお持ちであ

るか、お聞かせいただければと思いま

す。

望月　スポーツクラブには男性も女性

もほぼ半々ずついて、そう考えたとき

にはやはり女性の視点が経営に入ると

いうことはすごく重要ではないかと思

っています。とはいえ、私自身が経営

者を目指したかというと、実は全くそ

んなことはなく、どちらかというと、

ずっと現場のインストラクターで居続
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ていろんなものが見えるのではないか

な、と。そのためにも、私は居心地の

いい場所を出るということを、嫌だけ

ど意識しています（笑）。外に出ると、

不安にもなるし、知らないことがいっ

ぱいあるなって“グラグラ”と心が揺

れ動く。でも、おそらくそれが成長の

一歩なのではないかと思っています。

　そして、日本のフィットネスが変わ

るためには、やっぱり“グラグラ”す

るっていうことがすごく大事な気がし

ています。その“グラグラ”をみんな

と一緒に体験しながらも踏ん張る。す

ると、“その上”にもう一歩登ってい

くことができるのではないでしょうか。

　実は、私が“その上”に上がったと

きに、当時の上司から言われたのは、

「負荷をかけることがなかったら筋肉

は大きくならないんだろう。それと同

じ。人生には負荷というチャレンジが

必要だ。自分の人生において負荷をか

けなければ停滞したままだ」と。その

言葉はいまもすごく胸に残っています。

負荷の強度は人それぞれですが、皆さ

んもしなやかな筋肥大に結び付く適度

な負荷をかけていきましょう（笑）。

笠原　ありがとうございました。ファ

シリテーターとしては力不足で、果た

してうまくまとめきれたかどうかわか

りませんが、それでも今までにない貴

重なお話をたくさん聞くことができた

のではないかと思います。本当に時代

は変わってきました。この混とんとし

た状況の中で、どういうふうに勝ち抜

いていくか。そのためのヒントをたく

さんいただいたと思います。FIAもこ

れから頑張ってまいりますので、今日

をきっかけに、皆さんの各お仕事がさ

らに発展できればと祈念しております。

もう一度、パネリストの皆さんに拍手

をお願いします。

ための『クロスカンパニーメンタリン

グ』を昨年から試行事業として実施し

ています。それは、他の企業の幹部社

員から助言が受けられるという新たな

メンター（助言者）制度。こういった

取り組みも積極的に活用しながら、環

境を整えていくことが非常に重要では

ないかなと感じています。

笠原　現状において、支配人の女性比

率はどれくらいにしていきたいという

イメージはありますか？ 

望月　支配人以上、女性役員のビジネ

スリーダーの比率を３割以上にしてい

きたいと思っています。ただ、現状で

は支配人クラスが少なく、そこのとこ

ろをいかに引き上げるかが大事ではな

いかな、と。

◇

笠原　ありがとうございます。本日は、

業界を代表する3名の女性リーダーの

方々からさまざまな角度からお話をう

かがうことができ、会場にお越しの皆

さんも非常に参考になったのではない

かと思います。では、そろそろお時間

も迫ってきたので、最後に一言ずつメ

ッセージいただいて締めくくりとさせ

ていただければと思います。まず本橋

さんから。

本橋　今日は、井上さん、望月さんと

いう偉大な先輩方と同席させていただ

く機会を頂戴し、誠にありがとうござ

いました。あらためてお二人のお話を

聞いていて感じたことは、共に知性に

あふれ、行動力があり、かつオンリー

ワンの輝きを持っていらっしゃるとい

うこと。だからこそ、成功されている

のだ、と。

　生意気なことは言えませんが、先輩

方のような行動力を身に付け、知性を

磨いていこうとする人が一人でも多く

増えていけば、フィットネス業界の未

来はより明るいものになるのではない

でしょうか。フィットネスは、超高齢

者社会が進行する日本とって、もはや

なくてはならない、価値ある仕事。そ

して真に価値ある仕事にするためには、

その対価を置き去りにしてはならない

ということも付け加えつつ、先輩方の

熱い思いを、私も後輩たちにしっかり

と伝えていきたいと思います。

笠原　では、井上さん。

井上　もし、「こんなものがあったら

いいな……」ということがあれば、思

うだけでなく、ぜひ自らの手で形にし

ようと、行動を起こされるといいので

はないか。同時に、たくさんの経験を

されると、さまざまな商品開発に結び

付くヒントにもなると思います。

　そのためにも——今日この会場には

若い方々はそんなにいらっしゃいませ

んが、もし若い方が周りにいたら、ぜ

ひたくさんの経験を積ませてあげてく

ださい。私自身も振り返ってみると、

そうだったなと思うのですが、思い描

いていることを形にすることが面白く

なると、さらに、さらにと前向きにな

ってくるもの。それを好奇心旺盛かつ

広い心をもってチャレンジさせられる

ような上司がたくさんいらっしゃると、

ますます面白い業界になるのではない

かと思っています。

笠原　最後に望月さん。

望月　今日はどうもありがとうござい

ました。私が、普段からスタッフにも

よく言っていることで、かつ私自身も

心がけていることの一つは、「瓶の外

へ」です。「瓶の中」に入っていると

居心地はいいんだけれど、その瓶自体

がどんな形をしているのかさえ、中に

いるから見えない。でも、瓶の外に出

ることによって、初めて「日本という

国とは」とか、あるいは「日本のフィ

ットネスとは」という、視野が広がっ

2024年（令和6年）8月13日
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F I A からのお知らせ

株式会社プレジデント社記事に対する申し入れについて1

　去る6月8日にyahoo Newsにて、プレジデントオンラインより
フィットネス事業者の社会的信頼性・安全性を大きく毀損する
内容の記事が掲載され、FIAとして記事を掲載したプレジデント
社に対して不服の申し立てを行いました。
その後、数次の往来を経て正式な回答を同社より得、FIAも最
終の通知を行いましたので、ご報告申し上げます。
　全資料はFIAホームページに掲載しており、どなたでもご覧い
ただけます。

　6月8日yahoo Newsにプレジデント社による『フィットネスク
ラブで怖い腎臓病が増加中…健康と美容のために摂取するとか
えって"死を早める粉"の正体』と題された記事が掲載された。　
元記事　
https://president.jp/articles/-/82017?page=1

　FIAでは即、プレジデント社に対して不服申し立てを行ったが、
その後本記事は6月14日に『フィットネスクラブでの過剰摂取に
要注意…健康と美容のために摂取するとかえって"死を早める粉
"の正体』と、表題をわずかに修正した対応にとどまったので、再

度、当協会の要請に対する真摯なる回答を同社代表取締役社
長名の文書で示すよう対応を求めた。
　以下が一連の答酬となる。
①FIAからの不服再申し立て文書送付　―　②プレジデント社
からの回答受領（下記）＝
③プレジデント社回答に対するFIAの最終申入れ送付。

　以上、本件についての論点は医師の主張内容の是非ではなく、
それを記事として掲載するプレジデント社に対するものというこ
と、具体的には“フィットネスクラブで怖い腎臓病が増加中”と
いう表題の事実を裏付けるエビデンスの提示を求めるという、当
業界のスタンスを明確に示す必要性に沿った行動であるという
認識の上で、申し立てを行いました。

　FIAとしては今後も、このような業界の発展に対して不利益と
なる課題に対しては毅然として対応していく所存です。

（一社）日本フィットネス産業協会
会長　花房　秀治
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F I A からのお知らせ

　SPORTEC2024は、東京ビッグサイトで7月16～18日に開催され
ました。
会期中の来場数
7月16日(火)11,227 名
7月17日(水)13,354 名
7月18日(木)13,030 名　3日間計　37,611 名
開会式に当たるテープカットにはFIAから花房会長が出席し、理事か
ら原田理事（SPORTEC実行委員長）、手塚副会長・古屋理事

（SPORTEC実行委員）も出席しました。  

　FIA提供セミナーは、以下の3講座が行われました。FIAニュースで
は、順次抄録を掲載予定。

（A-2）フィットネスクラブのこれからの時代に対しての提言　
（受講者81人）
パネリスト）
〇望月 美佐緒氏　(株)ルネサンス　取締役副社長
〇本橋 恵美氏　一般社団法人 Educate Movement Institute 

代表理事
〇井上 トキ子氏　一般社団法人 日本ソーシャルキャピタル協会代

表理事
ファシリテーター）
〇笠原　盛泰氏　アイレクススポーツライフ（株）代表取締役会長・

FIA理事

（A-3）FIAトップセミナーフィットネス産業これからのための新
たな経営戦略を考える　（受講者40人）
パネリスト）　
〇岡部 智洋氏　（株）ティップネス　代表取締役社長　
〇小林 利彦氏　野村不動産ライフ＆スポーツ（株）　代表取締役

社長　
〇山形 利一氏　(株)オークスべストフィットネス　代表取締役社長

ファシリテーター）
〇松村　剛　（一社）日本フィットネス産業協会　事務局長

（A-9）支配人（現場責任者）が語るコロナダメージからの店舗業
績回復について（受講者66人）
パネリスト）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
○佐々木 大斗 氏　アイレクススポーツライフ（株） アイレクススポー

ツクラブGRANDE 支配人
○中曽根 有起 氏　（株）ルネサンス 　スポーツクラブ＆スパルネサ

ンス経堂 支配人
○小島 佑基 氏　スポーツクラブNAS（株） スポーツクラブNAS東

大宮店 支配人
ファシリテーター）
〇韮沢 靖彦　（一社）日本フィットネス産業協会　FCM事務局統

括マネージャー

SPORTEC2024開催2
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F I A からのお知らせ

　会員層の高齢化に伴いクラブ内での蘇生実施（回復）や救急搬送
（死去）の事例が寄せられたのを機に「クラブ施設事故対応アンケー
ト」として、クラブでのAED設置・教育訓練・緊急時マニュアルの整備
状況・事故防止対策などについてお聞きし、31件のご回答を得ました。
以下に概要をご報告いたします。
　なお、FIAでは「FIA加盟企業施設認証制度」において、クラブへ
のAED設置及び訓練を必須としています。

質問表はFIAホームページ「ライブラリー」に掲載しています。
問１　施設フルタイムスタッフ数　　平均7.6人
問２　施設パートタイムスタッフ数　平均23.6人
問３　施設にある設備　　　　　　　表参照
問４　緊急対応マニュアルの有無　　有：100％
問５　人身重篤状態対応項目の有無　有：90％　　無：10％
問６　設置AED数　　　　　　　　　1施設平均1.1個
問７　AED設置場所　　　　　　　　表参照
問８　AED操作講習会有無　　　　　有：97％
問９　AED講習会頻度　　　　　　　表参照
問10　AED講習会対象　　　　　　　フルスタッフ100％　パー
トスタッフ90％
問11　AED講習会講師　　　　　　　表参照
問12　AED講習会場所　　　　　　　表参照
問13　AED過去1年間の使用　　　　有：43％　無：57％

問14・15　AED年間使用回数　　　　0.2回/一施設当り
問16　心肺蘇生（CPR）講習会有無　有：97％
問17　CPR講習会頻度　　　　　　　表参照
問18　CPR講習会対象者　　　　　　フルスタッフ100％　パー
トスタッフ93％
問19　CPR講習会講師　　　　　　　表参照
問20　CPR講習会場所　　　　　　　表参照
問21　利用者への注意喚起・掲示等（自由記述）

　体調管理チェック、運動前の体調チェック（血圧含む）、入浴時注
意事項、館内放送、Jrスクール避難訓練、血圧測定値による運動制
限ガイドラインの設定、熱中症・脱水の予防・水分塩分の補給の呼
びかけ、ミニセミナーで会員に安全啓発、グループエクササイズで指
導者からの注意喚起を必ず行う、水分補給、体力に合わせた運動、
体調不良時の施設利用の中止の案内、長時間のサウナ利用を控え
る案内、運動前セルフチェックPOP、プール・サウナに「体調がすぐれ
ない場合はご利用をお控えください」との掲示、準備運動や水分補
給等についてスタッフによる啓発や掲示、利用者への意識付けとし
て①コンディションチェック②水分補給③マイペースで行うことの重
要性④運動を安全に行うために⑤健康診断受診の勧め⑥体調不
良時の申告動作の啓蒙を行っている。水分補給、冬場のヒートショッ
ク、サウナ利用時の注意喚起等。

FIA施設内事項対応アンケート3
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レポート

　フィットネス体力テストの実施においては、参加されたお客様の一部にアンケートにお答えいただいています。テスト実施
件数も、7月31日の時点で7,642件の実施・実績を重ねてきています。
　現時点でのお客様の満足度は、以下の通りとなります。

　実施されたお客様の満足度は約80％と高く、さらに85％の方が２回目以降の実施を希望されています。実際、既に複数
回の測定をされているお客様も、以下に示した通り増えてきている状況です。

12

フィットネス体力テスト参加者
アンケート集計現況

参加者アンケート実績

2024年（令和6年）8月13日
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レポート
12

2024年（令和6年）8月13日

　この傾向は、測定に参加したことにより体力の向上に対する意識の変化があったことが推測され、さらには測定への慣れ
がスコア良好の要因とも考えられます。測定に慣れたということは、各測定種目に求められ身体動作をより効率的にコントロ
ールできるようになったことも要因であると考えられ、総合的に身体能力が向上したことを意味しているとも評価できます。

　このような評価をお客様に丁寧に伝えることが、定期的な測定実施と運動の継続につながっていくことになります。
　フィットネス体力テストの活用においては、こうした継続的な測定実施による身体能力の向上、あるいは望ましい状態が維
持されている状況をお客様に可視化してお伝えすることのできる手段としての活用メリットがあります。
　ぜひとも積極的に活用してください。

全国カラダ年齢測定フィットネス体力テストへの利用申請がお済みでない企業担当者様へ
　貴社の新規会員獲得・継続率UP・店舗外収益のUPの施策としてぜひ活用をご検討ください。

AからEの評価を5店の点数（Aを5点、Eを1点）にした場合、2回目以降の参加者の
平均実績は1回目比較で+0.26良化している傾向が見られる。

複数回受講の利用動向

利用申し込み方法

参会者の10.8%が2回以上測定に参加

フォームより利用開始の申請をお願いいたします。

https://forms.office.com/r/T8YZf3DMw1
※施策詳細・マニュアル等はFIAHP ログイン環境内に格納しており、以下URL からもご確認いた
だけます。
https://fia.or.jp/public/25104/
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FCMの詳細、
お試し問題等は

コチラ！

1 トピックス

F C M 検 定 コ ー ナ ー

会員登録のメリット

FCM技能士会 会員登録のご案内

2024年度フィットネスクラブ・マネジメント技能検定の受検申請受付開始！
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

3 FCM事例

2 FCMライセンス取得者にインタビュー

切
きり

中
なか

義
よし

人
と

さん
アイレクススポーツライフ株式会社
アイレクス春日井24　支配人　
FCM２級技能士

　野球（硬式）漬けの大学生活でしたが、ス
ポーツマネジメント学科に所属していたこと
から当社に入社しました。当社では新入社
員時からFCMの内容をベースに研修を受
け、１年後には３級を受検し、合格しました。
そして入社３年目に小型店舗の施設責任者

（マネージャー）となる際に、２級受検に挑戦
しました。
　２級の内容は一気に難易度が上がったよ
うに感じました。特に施設の責任者として、
施設に関すること、施設運営上のリスク及
び法的責任等しっかり理解しなければなら
ないと気持ちが引き締まりました。現在はさ
らに大型店の責任者となり、責任の範囲も

様々に起こる事案も５倍くらいに増加し、学
んだことを業務に生かすようにしています。
　また今回、JATIのATI資格取得にも挑戦
しました。動機は、コロナダメージからの業績
回復の有力な商品であるパーソナル指導
について、科学的な根拠や最新の研究結
果をエビデンスとしているトレーニング指導
法を学べるATIを身に付けプレイングマネー
ジャーとして率先して収益増加、顧客満足
向上に取り組むためです。
　これからもATI+FCMのＷライセンス取
得者として、会社本部と連携して、現場の
責任者として活躍することを目指したいと思
います。

 ＦＣＭ2級実技の過去問（一部抜粋）です。解いてみてください。

 以下、解答解説です。いかがでしたか？

ＦＣＭでは仕事に直結してる問題が出題されます。
ＦＣＭを学習することで、いままでより、仕事に自信が持てます。

問6

問6 （ウ）218
（エ）エアロビクス

（ウ）218
１レッスンフィー÷平均集客数にて計算
エアロビクス 106 円
フラダンス 218 円
ホットヨガ 116 円

【参照】公式テキスト　VOL3 インターミディエイト
第2章　店舗運営
第3節　スタジオ運営業務に関わる一般教養問題/応用問題です。

（エ）エアロビクス
平均集客数÷平均滞在者数にて計算
エアロビクス 25 ％
フラダンス 24 ％
ホットヨガ 18 ％

　スタジオの運営について以下の条件を確認し、（ウ）～（エ）に当てはまる適切なものを語群から選び、解答欄に記入しなさ
い。尚、語群から選んだものは繰り返し使用できないものとする。

条件① ： 火曜日 10:00～18:00 の平均滞在者数が 98 名、
 18:00～23:00 が 220 名のクラブ。
条件② ： 解答は小数点以下切り捨てとする。

・平均集客数一人当たりに換算した際にレッスンフィーが最も高いプログラムの一人当たりのレッスンフィーは（ウ）円である。
・平均滞在者数に対し平均集客数を集客率とし、その最も高いプログラムは（エ）である。

スタジオ
A
B
C

最大収容人数
60 名
30 名
45 名

プログラム名
エアロビクス
フラダンス
ホットヨガ

曜日時間
（火）19:00～20:00
（火）13:00～14:00
（火）20:15～21:15

目標集客数
50 名
24 名
40 名

1 レッスンフィー
6,000 円
5,200 円
4,800 円

平均集客数
56.2 名
23.8 名
41.1 名
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賛助会員入会 1件並びに賛助会員退会２件について審議を行い、いずれも承認された。
 １．入会 
　賛助会員
　　１．	会社名	 株式会社	ジェイエスエス　
	 所在地	 大阪市西区
	 資本金	 3 億 3,072 万円
	 営業内容	 スイミングスクールの企画・経営・運営管理及びコンサルタント。
	 	 スポーツ用品、用具類及び付属機器並びに加工機、設備等の販売
	 	 修理並びに維持管理。
	 	 ※スイム事業特化により2023 年正会員退会。商品事業部門として賛助入会。

 ２．退会 
　賛助会員
　　１．	会社名　	ワイズフィットネス	株式会社	（東京都小平市）
	 理由：会社解散　2022 年 6月入会　営業内容：Hoist,True,
	 Thestepの正規代理店。呼吸トレーニングマスクReBNA販売
	 トレーニング機器シート張替え　等

　　２．	会社名	 一般財団法人	スポーツアライアンス	（東京都渋谷区）
	 理由：社内体制見直し　2022 年 5月入会　営業内容：スポーツ系大学、
	 専門学校就職支援

申請のあった後援名義使用許可申請１件につき審議を行い承認された。
１．レジャー＆サービス産業展 2024　
　　主　催　綜合ユニコム株式会社・月刊「レジャー産業資料」
　　催事名　レジャー＆サービス産業展 2024（第 19 回）
　　会　期　2024 年 9月26日（木）・27日（金）
　　会　場　東京ビッグサイト西 3・4ホール
　　内　容　テーマ
　　　　　　レジャー・サービス事業者に対する経営情報・開発情報の提供
　　　　　　展示業種：レジャー・エンターテイメント、ホテル宿泊、温浴・スパ・サウナ、
　　　　　　グランピング＆アウトレジャー、ゴルフビジネス、
　　　　　　ビューティー＆リラクゼーション、健康・シニア・フィットネス、
　　　　　　ＤＸ・各種システム。

2024年（令和6年）8月13日

FIAは7月12日第230回となる理事会を開催し理事監
事18名が出席した。 第230回

FIA理事会議事録

審議・決裁事項

議事1-1　会員入会の件

議事1-2　後援名義使用許可申請
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事務局より事業分野の状況並びに今後の予定について説明を行い、必要事項は協議・承認した。
１．一般事業

（１）フィットネス体力テスト進捗状況　　
●	システム利用状況報告：	
　	▶ 7,108 件
　	▶ LINE友達登録数	6,617 件
●【今年の主な追加開発の進捗について】
①６５歳以上を対象とした新体力テスト実施に向けた追加開発
　（新種目対応）：　・反復横跳び　・立ち幅跳び　・急歩　以上３つの項目に替えて
　　　　　　　　		▶１０ｍ障害物歩行　・開眼片足立ち　・ステップ漸増テストもしくは６分間歩行
　６５歳以上である方は、６４歳までのテスト項目と６５歳以上項目のいずれかを選択可能とする開発。
②健康チェックシートをアプリ入力画面上に追加
　新体力テスト測定前の健康チェックフローをシステム上に追加し、安全性確保を強化。
　※チェックが完了した方のみ測定に進める。
③測定種目数に応じた総合評価提供の対応
　▶現状）６種目すべて測定完了して総合評価が提供される。
　　開発後）測定した種目に応じて総合評価が提供される（２種目以上で対応可）。
　　※結果が暫定であることの表記がされる。
④全身持久力測定の新たな測定項目追加
　▶漸増ステップテストの開発が進行中（順天堂大学　内藤久士教授による監修）
　　・急歩　・トレッドミル急歩に選択肢が追加される（市販のステップ台を利用）。

●健康保険組合連合会との取り組み進捗
①今年度の健保連支部担当者対象の体験会実施について
　・現時点で宮城県、東京都、千葉県、大阪府、以上３都道府県支部にて実施予定。
　・健保連支部体験会の参加者は1回 30 名程度で年間８開催を予定（今後変動あり）。
②支部体験会受け入れ可能FIA加盟クラブヒヤリング状況

	

③今年度の支部体験会実施にあたっての流れ
　・各支部での実施にあたっての健保連との調整はFIA事務局が窓口となって取りまとめる。
　・取りまとめにあたっては、今年度においては健康保険組合連合会の実施する各支部連合会との間で委託契約を締結する。
　・今後の主な流れ
　　▶ 7月18日（木）～25日（木）を目安に連合会向け体験会説明会の実施
　　▶ 8月10日（土）までに各支部の実施要望取りまとめ
　　▶ 8月末までには実施店舗と日程を確定
　　▶体験会は１１月～２０２５年３月にかけて実施予定

2024年（令和6年）8月13日

第230回 FIA理事会議事録

議事２　報告・協議・承認事項
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④健康保険組合連合会、小松原氏より以下２団体にフィットネス体力テストを組み込む提案をいただいた。
　両団体とも関心があり吉田専務にて面談。
　・（一社）日本総合健診医学会　西﨑	理事長　（７/25）予定
　・日本人間ドック学会　根岸局長（7/9）実施。

　　　
（２）施設内事故対応策に関する会員企業ヒアリングについて　

クラブでの人身事故情報提供を受け、正会員企業に於ける対応策・従業員訓練等についてヒアリングを実施。
（7月9日配信　26日迄の回答）集計は会員に共有。11日現在 22 件回答。

（３）日本版 DBS への業界としての姿勢
　　　会員クラブから下記に代表される質問が来はじめている。FIAの姿勢取りまとめへの進め方を検討したい。

「日本版DBS制度法が 2026 年を目途に施行されるのに伴い、学校や保育園等は性犯罪歴確認を含む安全確保措置が義務
化されるが、学習塾・スポーツクラブ等は設けられる認定制度に沿った運用をしているか利用者が判るようにするとのこと。
FIAは指針等を検討しているか。」
協議：法律は施行されたが事業者がアクセスできる情報の範囲などセンシティブな事項もあり、事業者が取るべき具体内容が明
確になった時点で各社事例等のヒアリングによりFIA見解を検討することとした。

（４）カスハラ対応という動きに対する業界としての対応　例：JR 東日本・Sega のリリース
度を越した顧客クレーム等への対処が企業でも検討・公表され始めている。
FIAとして加盟クラブへの情報提供をどのように位置づけるかを検討したい。　
協議
　事例紹介：
　　※利用者（会員）に対するイエローカード制度を持ち、それなりに実効がある。
　　※いったんは注意し、複数回で除名（退会）とする。
　　※指定管理等公共施設運営のでは難しい場面もあり自治体と詰めることになる。
　　※強制退会は無効と主張する会員との間で係争中。
　意見：※解決への意図が感じられない一方的クレームへの対処は必要。
　　　　　※会員制ビジネスでは、どうしても合わない方は利用しなくて結構という姿勢を提起して良いと思う。
　集約：当業界ではまだカスハラに特化したマニュアルを備えている例はないと思うが、各社問題は抱えている。
　　　　　事例共有や指針の協議などFIAとして取り組みを検討する。

（５）プレジデント社記事に対する申し入れについて　
事務局より過日理事に共有した再申し立て書面案を説明し、協議の結果内容了承となり送付することとした。
意見：抗議でマスコミが姿勢を変えるとは考えにくい。FIAのクラブでは正しい情報提供をしているというメッセージを
　　　各社HP等で掲載するなどの姿勢表明は必要ではないか。
事務局註：元記事並びにFIA対応についてはFIAホームページ「ライブラリー」参照。

（６）『スポーツにおける医薬品の不適切使用の防止』に関する共同宣言への同意について　
会長より以下の主旨について説明を行い、協議の結果FIAとして賛同するとともに、今後各社ヒアリングなどを行うこととした。
スポーツ庁は日本製薬団体連合会と連携し、スポーツにおける医薬品等の不適切使用防止に関する教育・啓発活動を推進す
るため共同宣言を発出した。
これまでトップアスリートを対象としたアンチ・ドーピング活動が展開されてきが、今後は薬品の不適切使用について、広く国民
の健康にかかわる公衆衛生上の課題と捉えるに至った。
具体的な教育・啓発活動の取り組みとして、関係する機関、団体からの賛同を募ると共に、広く国民に取り組みのキックオフと
して、共同調印式が執り行われることとなった。
スポーツ庁からフィットネス産業界への賛同を強く求められたことを受け、会長判断としてFIAは賛同し、共同調印式に会長が
参列した。理事各位にご報告すると共に賛同へのご理解をいただきたい。

2024年（令和6年）8月13日

第230回 FIA理事会議事録
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（７）アジア競技大会 2026 名古屋　クラブ利用協力への対応について
2026 年 9月19日（土）～ 10月4日（日）の 16日間にわたって愛知県名古屋市で開催される第 20 回アジア・アジアパラ競
技大会の開催に於いて、各国選手のフィットネス、リラクセーションを目的としたフィットネス施設利用の協力要請への対応。
（交渉先）（公社）愛知・名古屋アジア・アジパラ競技大会組織委員会　宿泊課
（経　緯）当初、本件は（株）アイレクススポーツライフ（株）に寄せられたが、笠原理事により当該エリアのFIA加盟クラブ
全体での対応をご提案いただきFIAとして交渉を進める運びとなった。
（背　景）本大会においては、あえて選手の気晴らしのためのフィットネスエリアを特設しない方針が決定された。一方で競技
ごとに宿泊施設が分散する中、それぞれ宿泊先となるホテルがフィットネス施設を併設していない課題への対応のため、指定さ
れる宿泊施設近隣のフィットネス施設が使えるようインフラを整えたいという大会本部の方針が確定した。
（FIAと各クラブのメリット）
▶FIA：最終的に各クラブが割り振られるまでの調査、企画、サポートを担当することに対する対価（業務受託料：未定）
▶各受け入れクラブ：選手利用に係る施設利用料（徴収方法、金額等未定）
協議：FIAが全体として支援しているという形づくりを進める。タトゥーなど各社にルールもあるので整合のとり方も含めて
　　		FIAで指針作りを進めることとした。

（８）SPORTEC 東京
FIA セミナー申し込み状況　（５日現在）
［A-2］FIAセミナー　フィットネスクラブのこれからの時代に対しての提言　　　（33 名）
［A-3］FIAトップセミナー　フィットネス産業これからの新たな経営戦略を考える（49 名）
［A-9］FIAセミナー　支配人が語るコロナダメージからの店舗業績回復について	（38 名）
※会員宛配信した「FIA講座会員特別割引申込」は10日をもって受付終了。

（９）FIA ホームぺージリニューアル　
年度計画によるリニューアルのうち進行中のトップページ変更作業について、イメージ案を提示し協議の結果、進行すること
とした。メッセージテキスト（文言）案は別途理事会へ提示予定。

２．検定事業　　
（１）三幸学園からの受検者増加対策について　

①５月23日より６月28日までに、リゾート＆スポーツの全国各 10 校に対して、教員向け職員会議、学校訪問等により、生徒
への担任教員からのFCM受検促進に関して、意義や方法を説明した。
②全国で 1,700 名の受検対象１年生及び昨年一部合格済の２年生 300 名に対して、FCM受検啓発用チラシを配布実施
いただいた。専門学校性に伝わる工夫としてリール動画を作成・添付（別紙）

＊上記、①、②のアクションにより任意受検者の３５％の受検見込み確認、今後さらなる啓発により50％以上の受検を目指
す。10 校で 1,000 名。

（２）三幸学園以外の大口受検見込みの専門学校、大学への受検者増加対策について
①大原学園グループ８校、滋慶学園グループ３校、YMCAグル -プ２校、日大スポーツ科学部、環太平洋大学、東洋学園
大学、東海学園大学、城西大学へ教員向け資料送付、説明及び FCM啓発チラシの作成送付済。
②全国体育大学グループ５４校へのアプローチ計画。

（３）FIA 正会員企業への FCM 認知、学習及び受検啓発について
①正会員経営者向け資料送付及び従業員向けチラシ送付計画。
②店舗マネジャー層のFCM２級以上取得促進について、経営者、人事担当者への説明を実施中。

（４）技能士会について
・	 学校からの団体申込み技能士以外の約 2,800 名に対して、６月２８日に技能士会加入案内メール送信。申込時からのメル
アド変更、携帯メルアドの未着約 500 件。現在の入会数１１名。
			年会費決済システムのテスト及び改修後に年会費決済開始。

2024年（令和6年）8月13日

第230回 FIA理事会議事録
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（５）JATI 共同企画実施について
①	JATI 公認トレーニング指導士資格 +FCMのWライセンス取得促進リーフ及びポスター作成し、JATI 認定校 200 校及
び FIA 正会員企業 93 社へ送付済。
② JATI 公認トレーニング指導士資格取得特別奨学生（講習費約 14 万円免除）をFIA 正会員企業向け案内、６社 20
名の応募。

（６）公式テキストVOL.4 版執筆について
・	７月15日初稿アップに向けて各執筆者より順次原稿提出中

（７）11 月 24 日試験実施について
①各技能検定委員（作問・採点担当）により、７月27日１次案提出に向けて作問中。
②７月26日～の受検申請受付に向けて、７月１日に申請方法開示し、団体申請向けに７月８日までに手続き方法等案内予定。

（８）FIA 各企業の人財充実のための取組みについて
・在京企業を中心に人事部長クラス連絡会を開催し、人財に関する共通課題について意見交換実施した。今後の開催の	
		仕方についても検討する。

３．討議事項：会長より、FIA組織活性化の一つとして、経営者会である理事会とは別に現場運営者の声を集める会議体を設けることに
　　　　　　　ついて提案を行い協議した。
意見：
※検定の人事部長連絡会が有意義であったように運営部長・事業部長クラスの情報共有も有意義。
※はじめは懇親も含めてリアル会で。その後はリモートも含んで開催してどうか。
協議の結果、事務局より参加者の範囲、会議の持ち方、テーマ等を再度検討することとした。

2024年（令和6年）8月13日

第230回 FIA理事会議事録
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　肥満と分類される米国の成人の割合

は推定38.4%に達し、2019年から6

％ポイント上昇。2022年に測定され

た過去最高の39.9%にわずかに届か

ないレベルです。回答者の13.6%が

医療専門家によって糖尿病と診断され、

2019年から1.1ポイント上昇して過

去最高を記録しました。

　医療機関からの紹介は、潜在的な新

規会員と収益の機会を提供するが、プ

ロバイダーとの関係構築には戦略的に

取り組む必要があります。

　今では、ヘルスケアと運動の新たな

つながりが私たち全員に理解されてい

ます。民間の健康保険会社（Aetna、

Blue Cross Blue Shield、Kaiser 

Permanente、メディケアが後援する

プログラム、およびほぼすべてのプロ

バイダー）を通じて、ほぼすべての被

保険者は割引料金、または全額補償の

ジム会員権を利用できます。

　ここしばらくの間、それは事実でし

たが、最近の出来事によってその価値

観が変わってきています。2023年12

月のギャラップ社の調査データによる

と、肥満、糖尿病、食習慣など、主要

な身体的健康指標がパンデミック以前

より著しく悪化していることがわかり

ます。

　　個人の健康への新たな重視によっ

て、より多くのアメリカ人が慢性およ

び急性の健康状態に直面するにつれて、

医師と他のプロバイダーおよびクラブ

との戦略的パートナーシップの構築が

より大きな優先事項になっています。

　患者のさまざまな評価・運動・栄養

プログラムのニーズに対応できること

2024年（令和6年）8月13日

ここに紹介するトピックスは、
HFAとFIAの提携によりHFAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

医療機関からの紹介を
収益性の高いものにするためには

個人の健康への新たな重視によって、より多くのアメリカ人が慢性および急性の健康状態に直面するにつれて、
医師と他のプロバイダーおよびクラブとの戦略的パートナーシップの構築がより大きな優先事項になっている。

この機会は魅力的だが、それを実行するのは簡単ではない。
今回は、両者の関係構築について、その解決策を提案する。

Health & Fitness Association グローバルレポート

松村 剛翻訳ジョン・フェルド（Jon Feld） contributor to HealthandFitness.org.筆者
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に加えて、「強力な紹介パートナーシ

ップを確立することは、そのようなサ

ポートがなければフィットネスセンタ

ーに足を運ばないかもしれないような、

新しいメンバーにアクセスするための

重要な戦略です」と、Welld Health 

の最高顧客責任者であるカサンドラ・

スティッシュ 氏は言います。

「構造化されたプログラムへの医療か

らの紹介により、メンバーがより長く 

（平均で最大 6ヵ月長く）運動参加し

続ける傾向があることを示すデータが

数十年にわたってあります」

　この機会は魅力的ですが、それを実

行するのは必ずしも簡単ではありませ

ん。この記事では、関係の構築と医療

費償還システムのナビゲートという主

要な課題を詳しく説明し、その解決策

を提案します。

 

戦略から始めよう

　プロバイダーへのアウトリーチは、

論理的な開始方法です。地元の医師、

病院、理学療法士などの連絡先情報を

見つけるのは難しくありません。しか

し、連絡をとる前には指示が必要です。

「どんな課題にも取り組むように、そ

の課題に向き合いましょう。戦略が必

要です」と、データに基づくパーソナ

ライズドエクササイズプログラムを自

動化するテクノロジー プラットフォ

ームである“ EXI” の CEO である

グレース・マクナマラ氏 （BSc、

MPH、EMBA） はそう述べています。

「まず、すべてのクラブがヘルスケア 

パートナーシップ戦略をまだ持ってい

るとは思いません。しかし、クラブが

典型的でないジム会員をあらたに誘致

して会員数を増やしたいのであれば、

クラブが提供できるもの、特定の集団

の安全を確保する方法、そしてサポー

トする健康成果を明確に示す戦略が必

要です。」

　スティシュ氏によると、その戦略と

は、以下に説明する詳細なる市場状況

において施設をどのように位置付ける

かということです 。（詳細について

は、サイドバーの「クラブからクリニ

ックへのアウトリーチ戦略を成功させ

る方法」をお読みください）。

　スティシュ氏は続けます。

「市場評価から始めましょう。そうす

ることによって誰にアプローチするか

を把握し、発信するメッセージがプロ

バイダーの患者層や、かれらの予防医

療への注力と、自社の使命と価値観と

整合性せることができます」と彼女は

指摘します。 

「運営計画の面では、定期的な会議の

開催、成功事例や証言の共有、プログ

ラム提供に関する最新情報の提供、そ

の他の問題など、アウトリーチと関係

構築を担当する担当者を配置します」

　戦略的方向付けのもう 1つの重要な

部分には、プルーフポイントの提供が

含まれます。

「これは、戦略的価値提案を証拠とス

トーリーテリングの組み合わせとして

位置付ける方法です」と 

　マクマナラ氏は説明します。「デー

タを使用して、運動およびフィットネ

スプログラムの価値を医療提供者に明

確に伝えるインパクトストーリーを作

成します。これには、運動が全体的な

健康、疾病予防、慢性疾患の管理に与

えるプラスの影響を強調することが含

まれます」

　クラブは、心臓血管の健康の改善、

体重管理、精神的健康など、運動の利

点に関する証拠に基づく調査と統計を

提供することもできます。そこに加え

て、メンバーが施設から得た利点に関

する具体的なデータを含めるのです。

　スティシュ氏は、紹介する臨床医が

クラブでのフィットネスプログラムの

影響と価値を理解できるように支援す

る必要性について繰り返し述べていま

す。

「医療従事者に、あなたが提供する特

2024年（令和6年）8月13日
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定のエクササイズやフィットネスプロ

グラムを理解するのに役立つレクチャ

ー資料やリソースを提供してくださ

い」と彼女は言います。

「これには、プログラムの構造、利点、

成功事例等を説明したパンフレット、

小冊子、オンラインリソース等が含ま

れます。

　また、医療従事者にプログラムの詳

細や患者への紹介方法を学んでもらう

ための、オンサイトでのトレーニング

セッションやワークショップを提供す

ることもできます」

　それらのアイデアを発展させて、講

義や、医師自身が紹介できる短期間の

ターゲットを絞った手頃なプログラム

を提供することであなたの価値を示す

ように、と米国の中西部、南東部、中

部大西洋岸に70を超える拠点を持つ 

Genesis Health Clubs の地域副社長

であるケビン・マクヒュー氏はアドバ

イスしています。

「医療従事者とそのスタッフをクラブ

に招待してプログラムを試してもらい、

自分で体験してもらい、患者に個人的

な結果について話せるように勧めてく

ださい」と彼は付け加えます。

　潜在的なパートナーのリストを作成

する際には、内部に目を向けることも

忘れないでください。

「現在会員に於いてフィットネスの推

進者でもある医師やその他の医療従事

者にアプローチすることが、最も良い

機会の 1 つです」とマクヒュー氏は

断言します。

「これらの医療従事者は、あなたのプ

ログラムが実際に機能しているのを見

て、慢性疾患を抱える人々にとってど

のような違いをもたらすことができる

かを知っています。」

　医療従事者へのプログラムのメリッ

トをサポートするだけでなく、紹介に

よるインセンティブを提供することも

できます。

「患者がプログラムに登録した場合、

契約書締結料が無料になる、またはメ

ンバーシップ料金が割引になるなどの

特別なインセンティブを提供すること

を検討してください」とスティッシュ

氏は言います。

「これにより、患者にさらなるメリッ

トがもたらされ、ひいては医療従事者

にもメリットがもたらされます。相互

に利益のあるパートナーシップを築く

ことで、ヘルスクラブは医療従事者が

患者にエクササイズやフィットネスプ

ログラムを積極的に宣伝するよう促す

ことができます」

　インセンティブが医療従事者を惹き

つけることは理にかなっていますが、

避けるべき特典のひとつはゲストパス

です。

「医療界は無料メンバーシップやゲス

トパスには興味がありません。対話が

生じないゲストパスでは、ほとんどの

場合ゲストは迷子になり、フィットネ

スセンターは解決策ではないと確信し

てしまうからです」とマクヒュー氏は

説明します。

 

伝統的な母集団の
枠を超えて考える

　オペレーターが考慮すべきもう一つ

の問題は、特にその基盤を拡大したい

場合、どのような会員にサービスを提

供するかということです。そしてそれ

は、この国の定住人口の多さにとどま

りません。

「身体に障害のある人々は、健康を維

持し、二次的合併症を減らし、生活の

質を高め、（生活を維持し続けること

の）意味と目的につながる精神的な強

さを取り戻すために、運動とフィット

ネスをさらに切実に必要としていま

す」

　ハーグレイブ氏は、医療提供者と協

力して、彼の主張を裏付けるデータを

提供してきました。

「私たちは最近、カイザー・パーマネ

ンテが推進する内部共同研究に参加し、

私たちのプログラムがクライアントに

どのような影響を与えるかを評価しま

した。「私たちは彼らの生活の質を高

め、二次的な健康上の合併症を減らし、

再入院率を下げることができました」

　この研究は、慢性ケアプログラムの

有効性と、身体機能の回復、二次的健

康合併症の軽減、生活の質の向上など、

一般的な健康とフィットネス対策を超

えて、麻痺を負っている方々のコミュ

ニティにどのように役立つかを立証し

ました。

「これは、プログラムによってクライ

アントが病院や医療ベースのニーズを

減らして、より健康な個人になる可能

性があることを意味するため、医療提

供者が非常に喜ぶべき種類の情報で

す」と彼は言います。

「『エクササイズ・イズ・メディスン

（運動は薬）』という有名な格言は素

晴らしいスローガンですが、医療紹介

を増やしたいクラブは、この格言を自

分たちの運営でどのように実現してい

るかを示す必要があります」　ケビ

ン・マクフュー（Kevin McHugh）

Genesis Health Clubs

2024年（令和6年）8月13日
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困難を予測する

　クラブと医療提供者の組み合わせは

理にかなっているものの、一方ではそ

の取り組みに対する抵抗にも遭遇する

でしょう。

「最初の課題は信頼性と信用です」と

スティッシュ氏は言います。

「医療提供者は、フィットネスプロフ

ェッショナルの資格、エクササイズプ

ログラムの安全性や有効性、または患

者が強烈なセールスにさらされるので

はないかという懸念から、患者をヘル

スクラブに紹介することをためらう場

合があります」

　この問題の一部は、潜在的なパート

ナーにクラブについて説明する方法で

対処できます。

「しかし、ヘルスケアのパートナーと

しての地位を確立する必要もありま

す」と彼女は言います。

「医療提供者に、エクササイズやフィ

ットネスプログラムを含む患者向けの

個別ケアプランを作成するために協力

する意志があることをしっかり伝えて

ください。プログラムが医療処置や療

法補完する方法、患者の健康目標達成

をサポートする方法、そして最も重要

なこととしては、継続的に結果を追跡

して証拠を提供する方法を示してくだ

さい」

　もう 1つのよくある問題は、コミュ

ニケーションの障壁です。誤解やコミ

ュニケーション不足は、効果的なコラ

ボレーションや有益な関係の構築を妨

げるだけでなく、信頼と新たな顧客の

紹介数を減らすことにもつながります。

　解決策は、言葉の壁をなくすことく

らい簡単かもしれません。

「この場合、フィットネス専門家は医

療従事者と同じ言語を話す必要があり

ます」とマクナマラ氏は言います。

「医療において何が重要で標準的であ

るかを考える必要があります」

　これらのプロバイダーが求めている

のは、検証可能な健康成果です。

「すべては証拠に基づいており、個人

の安全が最優先であり、健康の改善は

誰もが見たいと思う望ましい成果です。

フィットネス専門家は、「まずは第一

に身体活動を、そして第二に健康成果

あり」を強調した方が良いでしょう。

これらは密接に関連していますが、健

康の観点からより多くのストーリーを

2024年（令和6年）8月13日
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伝える必要があります。

「健康指標が病気に関係していること、

そして雇用主、健康保険、保険者など

にとっての慢性疾患にかかるコストは

極めて明らかです。身体活動が大きな

影響を与えることはわかっています。

ですから、ベースラインから 6ヵ月、

12ヵ月、そして24か月先までの健康

改善データを含むストーリーの数を増

やしましょう。健康成果、証拠、ケー

ススタディ、そして査読済みの出版物

についても考えましょう」

　最後に、マクヒュー氏は、思い込み

をしないことを勧めています。

「医師や病院がクラブに来て、自分た

ちのサービスについて話し合うことを

望んでいるという大きな誤解がありま

す」と彼は述べています。「クラブは、

医療フィットネスや慢性疾患関連のプ

ログラムに関する会話に参加する権利

を獲得する必要があります。よく言わ

れている『運動は薬』は素晴らしいス

ローガンですが、医療紹介を増やした

いクラブは、この言葉を自分たちの業

務でどのように実現しているかを示す

必要があります」 

クラブからクリニックへの
アウトリーチ戦略を
成功させる方法

　ウェルドヘルス（Welld Health）の

最高顧客責任者である カサンドラ・

ステシュ氏（Cassandra Stish） は、

医療専門家との関係を構築するための

鍵を次のように提案しています。

・責任者を決定する

　すべての取り組みには推進者が必要

です。顧客を紹介してくれるパートナ

ーとの関係の構築と管理を担当する人

物を決定します。理想的には、この人

物は臨床医のニーズ、臨床医の働き方、

クラブが所在する地域の医療環境の基

本について、ある程度理解している必

要があります。

・アウトリーチの「レシピ」を作成する

　紹介パートナーとのタッチポイント

の種類と数に関する計画を作成します。

これには、電子メール、電話、対面の

会議、または情報資料の組み合わせが

含まれます。

・連絡頻度を評価する

　アウトリーチチームがネットワーク

内の各個人に連絡またはやり取りする

頻度を決定します。これは、電子メー

ル、電話、または対面の会議を通じて

行うことができます。

・柔軟性を維持する

　結果に基づいてアウトリーチ戦略を

微調整する準備をします。ある方法が

望ましい結果をもたらさない場合は、

アプローチの見直しを受け入れましょ

う。

・明確な価値提案を作成する

　紹介パートナーに提供されるプログ

ラムとサービスの価値を伝えます。自

分たちのスタッフと施設、経験、サー

ビス提供先のコミュニティ（集団）へ

の戦略的アプローチについて、インサ

イトと意図を持って明確に伝えます。

　ヘルスセンターは、特定の症状に特

化したプログラムを提供しますか？　

それとも一般的なフィットネスとアク

ティビティをサポートするように設計

されていますか?

・パートナーに焦点を当てた

オンライン コンテンツを作成する

　紹介パートナーのニーズと関心に合

わせたオンラインコンテンツを作成し

ます。これには、専門サービスWeb 

サイト、ソーシャル メディアでのプ

レゼンス、ブログ投稿、LinkedIn な

どの専門オンラインネットワークでの

プロフィールなどが含まれます。ここ

でのメッセージは、紹介パートナーが

患者に予め知っておく必要があること、

または患者と共有する必要があること

の情報提供に焦点を当てる必要があり

ます。

・メンバーの証言を特集する

　ヘルスクラブで提供されるプログラ

ムから恩恵を受けた参加者の証言を含

めます。これは、紹介パートナーとの

信頼と信用を築くのに役立ちます。

・存在感を確立させる

　コミュニティ環境でのアクセスと予

防に焦点を当てたプロバイダーグルー

プ、またはシンクタンクに参加します。

プロバイダーグループやシンクタンク

に参加することは、ヘルスクラブが関

係を構築し、医療コミュニティにおけ

る存在感を確立するのに役立ちます。

・進捗状況を追跡する

　アウトリーチ活動の進捗状況を追跡

するための安全なシステムを実装させ

ます。これにより、戦略の有効性を測

定し、必要に応じて調整することがで

きます。

・継続的な改善

　フィードバックと結果に基づいてア

ウトリーチ戦略を継続的に評価および

改善します。業界のトレンドとベスト

プラクティスを常に把握して、戦略が

引き続き効果的であることを確認しま

す。

次号に続く

2024年（令和6年）8月13日

注：健康の結果を追跡するには、保護された健康
情報の収集、保存、および報告に関するデータセ
キュリティプランを用意する必要があります。



32 2024年（令和6年）8月13日

 「
エ
ニ
タ
イ
ム

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
、

健
康
増
進
で
奈
良
県
に
協
力

　

24
時
間
営
業
の
ジ
ム
「
エ
ニ
タ

イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
展
開
す

るF
a

s
t 

F
itn

e
s

s
 

Ja
p

a
n

（
F
F
J
）
は
、
県
民
の
健
康
増

進
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
で
奈
良

県
に
協
力
す
る
。
商
業
施
設
で
の

運
動
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

奈
良
マ
ラ
ソ
ン
の
広
報
、
救
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
講
習
会
な
ど
に

取
り
組
む
。
２
０
３
１
年
に
県
内

で
開
催
予
定
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
向
け
て
は
、
出
場
を
目
指
す

県
内
選
手
20
人
が
ジ
ム
を
自
由
に

使
用
で
き
る
パ
ス
を
発
行
す
る
。

　

F
F
J
の
山
部
清
明
社
長
と
山

下
真
知
事
が
11
日
、
奈
良
県
庁
で

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
奈
良
公
園

の
清
掃
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
保
全
、
障
害
者
に
配
慮
し
た
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
づ
く
り
で
も

連
携
す
る
。
ほ
か
に
も
県
が
三
宅

町
で
整
備
を
計
画
す
る
学
生
寮

「
ヤ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、
健
康

の
視
点
か
ら
ア
イ
デ
ア
提
供
や
設

計
に
協
力
す
る
と
い
う
。

　

同
日
は
参
加
者
の
ス
ク
ワ
ッ
ト

の
回
数
に
応
じ
て
F
F
J
が
地
域

振
興
な
ど
に
寄
付
す
る
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
の
イ
ベ
ン

ト
も
県
庁
1
階
で
開
か
れ
た
。
協

定
の
締
結
式
で
山
下
知
事
と
山
部

社
長
も
参
加
。
金
額
は
合
計
８
万

円
と
な
り
、
県
内
の
２
団
体
に
寄

付
さ
れ
る
。

（
２
０
２
４
年
７
月
12
日
／
日
経
） 

フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー
の

国
江
社
長

 「
次
世
代

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
展
開
」

 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
型
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
運
営
・
企
画
を
手

掛
け
る
フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー
（
岐

阜
市
）
が
23
日
、
東
証
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
と
名
証
メ
イ
ン
に
上
場
す

る
。
国
江
仙
嗣
社
長
に
自
社
の
強

み
や
今
後
の
戦
略
を
聞
い
た
。

―
―
事
業
の
概
要
と
強
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「
ゴ
ル
フ
や
エ
ス
テ
な
ど
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
を

併
設
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

事
業
だ
。
例
え
ば
ゴ
ル
フ
に
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
、
可
動

域
を
広
げ
て
ス
イ
ン
グ
改
善
に
も

取
り
組
め
る
と
い
っ
た
、
複
合
型

の
運
営
を
進
め
て
い
る
」

「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
な

る
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
も
多
く
の
店
で

設
け
、
（
自
宅
で
も
職
場
で
も
な

い
）
『
第
三
の
場
所
』
の
提
供
を

意
識
し
て
い
る
。
設
備
を
一
度
置

い
て
終
わ
り
で
な
く
、
次
々
と
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
を
打
ち
出
す
店
舗
運
営
を
強

み
に
し
て
い
る
」

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
し
て

は
後
発
組
で
、
既
存
企
業
と
同
じ

こ
と
を
し
て
い
て
は
勝
て
な
い
。

２
０
１
８
年
の
設
立
当
初
か
ら
、

当
時
前
例
の
な
か
っ
た
顔
認
証
で

の
入
退
館
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）
や

I
T
（
情
報
技
術
）
を
駆
使
し
た

次
世
代
型
の
運
営
を
し
て
き
た
」

―
―
上
場
の
狙
い
は
。

「
設
立
当
初
か
ら
５
年
間
で

I
P
O
（
新
規
株
式
公
開
）
を
す

る
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
。
計

画
か
ら
は
１
年
延
び
た
が
、
利
益

面
で
は
当
時
の
事
業
計
画
を
上
回

っ
て
い
る
」

―
―
今
後
の
成
長
戦
略
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
常
に
時
代
の
先
端
を
行
く
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。
顔
認
証

とA
I

（
人
工
知
能
）
カ
メ
ラ
を
組

み
合
わ
せ
、
効
率
的
に
健
康
づ
く

り
な
ど
を
進
め
ら
れ
る
仕
組
み
を

開
発
中
だ
。
こ
う
し
た
世
界
で
も

類
の
な
い
仕
組
み
を
国
内
で
確
立

し
た
う
え
で
、
海
外
進
出
も
し
て

い
き
た
い
」

「
五
輪
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
優

秀
な
選
手
を
地
方
か
ら
も
育
て
る

た
め
、
根
性
論
で
な
く
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
め
る

（
民
間
版
の
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
も
つ
く
り

た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
日
本
を
元
気

に
し
て
い
き
た
い
」

―
―
上
場
に
よ
る
調
達
資
金
の
使

い
道
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
新
た
な
技
術
開
発
や
優
秀
な
人

材
確
保
な
ど
に
充
て
る
。
企
業
は

人
で
動
い
て
い
る
。
A
I
分
野
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
も
社
内
で
抱
え
て
お

り
、
常
に
先
を
行
く
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
出
す
た
め
に
も
人
材
は
肝
に

な
る
」

―
―
株
主
還
元
の
方
針
は
。

「
株
主
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

配
当
性
向
20
％
程
度
を
め
ど
に
還

元
し
て
い
き
た
い
」

（
２
０
２
４
年
７
月
16
日
／
日
経
） 

学
校
プ
ー
ル
、
廃
止
の
波

財
政
難
や
少
子
化
…

改
修
見
送
り

 「
校
外
で
の
授
業
」
進
む

　

全
国
の
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
に

廃
止
の
波
が
広
が
っ
て
い
る
。
多

く
は
建
設
か
ら
40
～
50
年
た
っ
て

老
朽
化
が
目
立
つ
一
方
、
大
規
模

改
修
や
建
て
替
え
を
見
送
る
ケ
ー

ス
が
相
次
ぐ
。
人
口
減
少
を
背
景

に
、
自
治
体
の
財
政
難
か
ら
費
用

が
捻
出
で
き
な
い
た
め
だ
。
市
民

プ
ー
ル
の
活
用
や
水
泳
の
授
業
の

民
間
委
託
な
ど
、
財
政
負
担
抑
制

と
教
育
の
両
立
へ
向
け
た
試
み
が

出
て
い
る
。 

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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島
根
県
江
津
市
の
江
津
東
小
学

校
は
24
年
度
、
水
泳
の
授
業
を
す

る
場
所
を
市
民
プ
ー
ル
に
切
り
替

え
た
。
築
40
年
以
上
の
学
校
の
屋

外
プ
ー
ル
は
23
年
７
月
に
水
道
管

が
故
障
し
、
使
え
な
く
な
っ
た
。

改
修
に
は
1
億
円
近
く
か
か
る
こ

と
か
ら
利
用
を
断
念
し
た
。

　

市
民
プ
ー
ル
は
屋
内
型
で
、
学

校
か
ら
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
。
移
動

に
時
間
が
か
か
る
も
の
の
、
同
校

の
南
口
周
哉
校
長
は
「
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
、
教
職
員
に
よ
る
プ
ー

ル
の
管
理
の
必
要
も
な
く
な
っ

た
」
と
利
点
を
挙
げ
る
。
施
設
利

用
料
や
送
迎
バ
ス
な
ど
の
費
用
は

年
１
０
０
万
円
以
下
で
、
こ
れ
ま

で
の
水
道
代
や
修
繕
費
に
よ
る
維

持
費
を
下
回
る
と
い
う
。

　

同
市
で
は
７
つ
の
小
学
校
の
う

ち
、
同
校
を
含
む
５
校
の
プ
ー
ル

が
法
定
耐
用
年
数
の
築
30
年
を
超

え
る
。
市
教
育
委
員
会
は
24
年
５

月
の
定
例
会
で
、
老
朽
化
な
ど
で

大
規
模
改
修
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
い
ず
れ
も
新
設
や
改
修
は
せ

ず
に
廃
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

担
当
者
は
「
水
泳
を
学
ぶ
機
会
を

確
保
し
つ
つ
、
整
備
費
の
抑
制
と

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
た

い
」
と
話
す
。

　

全
国
の
学
校
の
プ
ー
ル
は
競
泳

人
気
に
沸
い
た
１
９
６
４
年
の
東

京
五
輪
も
追
い
風
と
し
て
、
70
年

代
を
中
心
に
普
及
し
た
。
68
年
に

は
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
水
泳

が
体
育
の
授
業
に
組
み
込
ま
れ
、

高
度
経
済
成
長
な
ど
に
伴
う
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
一
環
で
建
設
が
一
気

に
進
ん
だ
と
い
う
。

　

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て
も
、

多
く
は
改
修
を
重
ね
る
な
ど
し
て

使
わ
れ
て
き
た
。
建
設
か
ら
半
世

紀
ほ
ど
た
っ
て
既
存
施
設
が
限
界

を
迎
え
る
な
か
、
毎
年
の
水
道
代

や
水
質
管
理
費
な
ど
に
加
わ
る
改

修
費
の
負
担
の
重
さ
に
加
え
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の

減
少
を
受
け
て
廃
止
が
相
次
い
で

い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
調
査
に
よ
る

と
、
屋
外
プ
ー
ル
の
保
有
率
は
21

年
度
時
点
で
小
学
校
が
87
％
、
中

学
校
が
65
％
と
、
18
年
度
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
割
前
後
減
っ
た
。

　

宮
城
県
名
取
市
教
育
委
員
会
は

６
月
か
ら
試
験
的
に
、
築
45
年
で

水
漏
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

１
校
の
水
泳
授
業
を
民
間
の
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
し
た
。

ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
１
～
６
年
生
の
全
校
児
童
78
人

を
指
導
す
る
。

　

プ
ー
ル
の
全
面
改
修
費
３
億
円

に
対
し
、
民
間
委
託
の
費
用
は
年

間
で
68
万
円
と
な
る
。
同
市
で
は

小
中
学
校
15
校
の
う
ち
９
校
の
プ

ー
ル
が
築
30
年
以
上
た
つ
。
市
は

試
験
結
果
を
も
と
に
25
年
以
降
、

他
校
に
も
同
様
の
取
り
組
み
を
広

げ
る
か
検
討
す
る
。

　

東
京
都
内
で
も
目
黒
区
は
小
学

校
の
水
泳
の
授
業
を
学
校
外
の
プ

ー
ル
に
順
次
移
行
す
る
基
本
方
針

を
定
め
た
。
維
持
管
理
費
な
ど
の

負
担
を
踏
ま
え
、
老
朽
化
し
た
校

舎
の
建
て
替
え
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
。
22
年
度
か
ら
は
学
校
の
プ

ー
ル
が
築
50
年
以
上
た
つ
２
校
で

先
行
し
て
民
間
の
プ
ー
ル
に
移
し

て
い
る
。

　

水
泳
教
育
に
詳
し
い
国
際
武
道

大
学
の
土
居
陽
治
郎
教
授
は
「
自

治
体
の
財
政
難
の
な
か
大
規
模
改

修
の
費
用
負
担
は
難
し
く
、
今
後

の
水
泳
授
業
は
学
校
外
の
民
間
や

公
共
の
プ
ー
ル
を
使
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
み
る
。

　

人
口
減
を
背
景
に
民
間
の
プ
ー

ル
も
将
来
的
に
減
少
が
見
込
ま
れ

る
と
い
い
、
「
全
国
津
々
浦
々
の

学
校
で
同
様
の
対
応
は
難
し
い
」

と
し
て
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を

含
め
各
地
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対

応
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。

（
２
０
２
４
年
7
月
17
日
／
日
経
）

 「
子
の
学
外
体
験
ゼ
ロ
」

年
収
３
０
０
万
円
未
満
の

３
割

格
差
深
刻
に

　

生
活
困
窮
や
親
の
多
忙
さ
な
ど

を
理
由
に
学
校
外
の
活
動
に
参
加

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。

近
年
の
研
究
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
な
ど
多
様
な
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
成
長
に
良
い
影
響

を
与
え
る
一
方
、
体
験
の
欠
如
が

貧
困
の
連
鎖
と
深
く
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
「
体

験
格
差
」
解
消
に
向
け
、
支
援
団

体
な
ど
が
体
験
を
提
供
す
る
活
動

に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

６
月
中
旬
、
認
定
N
P
O
法
人

「
キ
ッ
ズ
ド
ア
」
が
開
く
無
料
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
（
東
京
・
墨

田
）
に
20
人
ほ
ど
の
小
学
生
が
集

ま
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
小
さ
な
モ
ー

タ
ー
を
動
か
す
の
が
目
標
だ
。
子

ど
も
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も

の
。
試
行
錯
誤
の
末
、
モ
ー
タ
ー

が
動
く
と
「
ス
ゲ
ー!

」
と
歓
声
が

上
が
り
、
指
導
役
の
大
人
た
ち
と

喜
び
合
っ
た
。

「
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
。
『
な

ん
で
ウ
チ
だ
け
…
…
…
』
っ
て
卑
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屈
に
な
っ
て
い
た
か
ら
」
。
参
加

し
た
小
学
６
年
の
男
児
の
母
親

（
50
）
は
こ
ん
な
思
い
を
口
に
し

た
。

　

男
児
に
は
地
元
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
に
通
う
友
達
が
お
り
、

「
自
分
も
通
い
た
い
」
と
せ
が
ん

だ
。
だ
が
約
１
万
円
の
月
謝
に
加

え
、
関
連
機
器
の
購
入
も
必
要
。

「
家
計
が
厳
し
く
て
通
わ
せ
ら
れ

な
い
」
。
そ
う
告
げ
た
時
の
悔
し

げ
な
表
情
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
終

了
後
、
「
や
っ
ぱ
り
楽
し
か
っ

た
」
と
話
す
男
児
に
、
母
親
の
顔

が
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

体
験
の
欠
如
、

貧
困
の
連
鎖
と
深
く
関
連

　

文
部
科
学
省
が
２
万
人
以
上
の

子
ど
も
を
18
歳
ま
で
追
跡
し
た
国

の
調
査
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
小

学
生
の
こ
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
川
遊

び
な
ど
の
体
験
や
読
書
を
多
く
し

た
子
ど
も
は
高
校
生
の
時
に
自
尊

感
情
や
精
神
的
な
回
復
力
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
多
様
な
体
験
が
で
き

る
か
は
親
の
経
済
力
な
ど
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。
公
益
社
団
法
人

「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド

レ
ン
（
C
F
C
）
」
（
東
京
・
墨

田
）
が
２
０
２
２
年
、
小
学
生
の

保
護
者
約
２
１
０
０
０
人
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
世
帯
年
収
３
０
０

万
円
未
満
の
子
ど
も
の
29
・
９
％

に
直
近
1
年
間
で
学
外
で
の
体
験

が
な
か
っ
た
。
未
体
験
率
は
同
６

０
０
万
円
以
上
（
11
・
３
％
）
の

２
・
６
倍
に
上
っ
た
。

　

そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）
と
し

て
、
世
帯
年
収
３
０
０
万
円
未
満

で
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
経
済
的

理
由
」
（
56
・
３
％
）
。
次
い
で

多
か
っ
た
の
が
、
送
迎
な
ど
の

「
時
間
的
理
由
」
（
51
・
５
％
）

だ
っ
た
。
ひ
と
り
親
や
共
働
き
の

世
帯
は
習
い
事
の
送
迎
や
付
き
添

い
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
特
に

夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
中
は
子
ど

も
が
自
宅
に
こ
も
り
き
り
に
な
る

例
も
少
な
く
な
い
。

　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
詳
し
い

筑
波
大
の
土
井
隆
義
教
授
は
「
体

験
を
重
ね
ず
に
育
つ
と
、
勉
強
や

努
力
が
将
来
ど
う
役
立
つ
か
を
想

像
で
き
ず
、
意
欲
が
高
ま
ら
な
い

場
合
が
あ
る
。
意
欲
の
格
差
は
学

歴
格
差
を
生
み
、
経
済
格
差
の
固

定
化
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
」
と

懸
念
す
る
。

広
が
る
支
援
活
動
、

「
橋
渡
し
役
」育
成
を

　

格
差
是
正
を
目
指
す
活
動
は
広

が
り
始
め
て
い
る
。
教
育
旅
行
事

業
な
ど
を
手
掛
け
る
リ
デ
ィ
ラ
バ

（
東
京
・
文
京
）
は
23
年
、
慶
応

大
学
な
ど
と
連
携
し
「
子
ど
も
の

体
験
格
差
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。
新
潟
県
で
開
か

れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
作
品

鑑
賞
ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催
。
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
中
高
生
ら
計
１

０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　

安
部
敏
樹
代
表
理
事
は
「
あ
る

ツ
ア
ー
で
は
約
半
数
が
新
幹
線
に

乗
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
機
会
も
貴
重
な
体
験
な
の
だ

と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
」
と
話

す
。

　

C
F
C
は
22
年
、
体
験
奨
学
金

事
業
「
ハ
ロ
カ
ル
」
を
始
め
た
。

寄
付
金
を
原
資
と
し
た
最
大
10
万

円
分
の
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
困
窮
家

庭
に
配
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
の
参
加
費
に
充
て
て
も
ら
う
。

東
京
や
沖
縄
な
ど
５
エ
リ
ア
で
展

開
し
、
エ
リ
ア
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
と
い
う
。

　

C
F
C
の
今
井
悠
介
代
表
理
事

が
課
題
に
挙
げ
る
の
が
、
機
会
を

提
供
す
る
団
体
と
困
窮
世
帯
、
学

校
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
の
育
成

だ
。
「
地
域
に
体
験
機
会
が
あ
っ

て
も
情
報
が
親
に
届
か
ず
、
子
ど

も
が
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
可
能
性
が

あ
る
」
と
語
る
。

　

長
野
市
は
23
年
か
ら
C
F
C
と

連
携
し
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
全
小

中
学
生
に
配
る
活
動
を
始
め
た
。

同
市
で
橋
渡
し
役
を
担
う
の
が
６

人
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

だ
。

　

そ
の
一
人
、
石
黒
繭
子
さ
ん
は

ひ
と
り
親
世
帯
や
障
害
児
が
い
る

世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
営
む

傍
ら
、
地
域
の
事
業
者
に
体
験
の

提
供
を
促
し
た
り
、
教
育
現
場
に

足
を
運
び
体
験
の
情
報
や
ク
ー
ポ

ン
の
使
い
方
の
周
知
を
呼
び
か
け

た
り
し
て
い
る
。
石
黒
さ
ん
は

「
情
報
が
な
く
て
体
験
を
諦
め
て

し
ま
う
家
庭
が
な
く
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
意
気
込

む
。

　

関
係
団
体
か
ら
は
体
験
格
差
の

包
括
的
な
調
査
を
国
に
求
め
る
声

も
上
が
る
。
夏
休
み
の
思
い
出
を

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
語
り
合
え

る
社
会
を
目
指
し
て
。

ド
イ
ツ
は
支
援
団
体
に
助
成
金
、

日
本
は「
体
験
の
場
」も
減
少

　

ド
イ
ツ
に
は
「
フ
ェ
ラ
イ
ン
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（V
erein

）
」
と
呼
ば
れ
る
大
小

様
々
な
公
益
活
動
団
体
が
あ
り
、

子
ど
も
に
も
多
様
な
活
動
を
提
供

し
て
い
る
。
日
本
の
同
好
会
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
学
術
団
体
な
ど

に
あ
た
り
、
ド
イ
ツ
の
地
方
裁
判

所
の
統
計
に
よ
る
と
、
約
62
万
法

人
が
登
録
し
て
い
る
。

 　

ド
イ
ツ
で
長
く
教
師
を
務
め
た

早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
持
田
節
子
講
師
に
よ

る
と
、
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
多
く
は
公

的
な
助
成
金
を
受
け
て
お
り
、
会

費
な
ど
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

月
会
費
は
日
本
円
で
１
０
０
０
円

以
下
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
「
ド
イ

ツ
の
子
ど
も
は
フ
ェ
ラ
イ
ン
を
通

じ
て
、
あ
ま
り
お
金
を
か
け
ず
に

体
験
の
機
会
が
得
ら
れ
て
い
る
」

と
話
す
。

　

日
本
国
内
で
は
「
体
験
の
場
」

も
減
少
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省

の
社
会
教
育
調
査
に
よ
る
と
、
青

年
の
家
や
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
青
少
年
教
育
施
設
は
２
０
０

５
年
か
ら
21
年
ま
で
に
４
８
０
カ

所
減
っ
た
。
無
償
や
安
価
で
利
用

で
き
る
施
設
の
減
少
は
格
差
の
拡

大
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

（
２
０
２
４
年
7
月
20
日
／
日
経
）

屋
外
プ
ー
ル
・
海
水
浴
、

暑
す
ぎ
て
敬
遠

公
営
は
25
年
で
半
減

　

猛
暑
で
屋
外
レ
ジ
ャ
ー
が
敬
遠

さ
れ
る
な
か
、
屋
外
施
設
を
中
心

に
公
営
の
プ
ー
ル
が
姿
を
消
し
て

い
る
。
手
軽
に
利
用
で
き
る
の
が

メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
老
朽
化
し
た
プ

ー
ル
を
修
理
せ
ず
に
閉
鎖
す
る
例

が
後
を
絶
た
な
い
。
「
夏
は
家
族

で
プ
ー
ル
」
と
い
う
光
景
は
今

後
、
徐
々
に
見
ら
れ
な
く
な
り
そ

う
だ
。

固
定
フ
ァ
ン
が
い
た
施
設
も
閉
鎖

「
海
の
な
い
埼
玉
県
で
、
家
族
で

気
軽
に
行
け
る
プ
ー
ル
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
今
年
の
夏
は
ど
う

過
ご
そ
う
か
悩
ん
で
い
る
」
。
さ

い
た
ま
市
に
住
む
40
代
の
男
性
は

嘆
く
。
小
学
生
の
息
子
と
通
っ
た

屋
外
の
「
沼
影
市
民
プ
ー
ル
」
は

昨
年
度
で
閉
業
し
た
。
大
人
は
４

４
０
円
、
小
中
高
生
は
２
２
０
円

で
入
れ
て
、
流
れ
る
プ
ー
ル
か
ら

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
ま
で
楽

し
め
た
。

　

さ
い
た
ま
市
は
子
育
て
世
帯
の

人
口
増
加
が
顕
著
だ
。
総
務
省
の

２
０
２
３
年
の
人
口
移
動
報
告

（
外
国
人
含
む
）
に
よ
る
と
０
～

14
歳
の
年
齢
区
分
の
転
入
超
過
が

全
国
１
位
。
子
育
て
世
帯
や
小
中

学
生
を
中
心
に
、
夏
の
み
営
業
す

る
市
民
プ
ー
ル
は
人
気
を
集
め

る
。

　

た
だ
、
そ
の
数
は
今
後
減
り
そ

う
だ
。
市
は
５
つ
あ
る
屋
外
の
プ

ー
ル
を
２
カ
所
に
集
約
す
る
案
を

23
年
11
月
に
示
し
た
。
目
黒
区
民

セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
目
黒
）
や
横

浜
国
際
プ
ー
ル
（
横
浜
市
）
な
ど

の
人
気
施
設
の
地
元
で
も
プ
ー
ル

を
廃
止
す
る
再
整
備
案
が
議
論
さ

れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

屋
内
外
の
公
営
プ
ー
ル
は
１
９

６
０
年
代
か
ら
整
備
が
進
み
、
国

の
補
助
金
に
後
押
し
さ
れ
て
バ
ブ

ル
期
に
相
次
ぎ
計
画
さ
れ
た
。
96

年
に
は
全
国
で
６
３
２
３
施
設
と

最
多
に
な
り
、
２
０
２
１
年
は
３

８
３
１
施
設
に
減
っ
た
。
そ
の
う

ち
屋
外
の
プ
ー
ル
と
レ
ジ
ャ
ー
プ

ー
ル
の
減
少
が
顕
著
で
、
６
割
程

度
減
っ
て
い
る
。

　

笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
熊
谷
哲

上
席
特
別
研
究
員
は
「
夏
し
か
稼

働
し
な
い
公
営
プ
ー
ル
は
行
政
か

ら
す
る
と
頭
痛
の
種
」
と
指
摘
す

る
。
さ
い
た
ま
市
は
５
施
設
合
わ

せ
て
平
均
で
年
約
３
億
６
５
０
０

万
円
の
支
出
超
過
だ
っ
た
。

　

熊
谷
さ
ん
に
よ
る
と
プ
ー
ル
数

減
少
の
端
緒
に
な
っ
た
の
は
、
国

が
主
導
し
て
市
町
村
が
合
併
し
た

「
平
成
の
大
合
併
」
だ
。
さ
ら
に

14
年
の
総
務
省
か
ら
の
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
策
定
要
請

に
よ
り
、
自
治
体
が
個
別
の
施
設

の
収
支
や
利
用
実
態
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
で
、
公
営
プ
ー
ル
の
赤

字
体
質
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
１
つ
の
自
治
体
で
支
出
超
過

の
プ
ー
ル
を
複
数
抱
え
れ
ば
、
見

直
し
の
対
象
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。

暑
す
ぎ
、日
焼
けN

G

　

海
水
浴
は
ピ
ー
ク
の
10
分
の
1

　

ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
る
。
日

本
生
産
性
本
部
（
東
京
・
千
代

田
）
の
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
」
に
よ

れ
ば
海
水
浴
に
行
く
人
は
１
９
８

５
年
に
約
３
７
９
０
万
人
と
最
多

で
、
２
０
２
２
年
は
約
３
６
０
万

人
と
10
分
の
1
に
。
熊
谷
さ
ん
は

「
海
水
浴
と
同
様
に
夏
の
プ
ー
ル

の
利
用
も
減
っ
て
い
る
」
と
見

る
。

　

な
ぜ
か
。
涼
の
取
り
方
が
変
わ

っ
た
こ
と
が
一
因
だ
。
内
閣
府
の

消
費
動
向
調
査
に
よ
れ
ば
１
９
８

５
年
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
普
及
率

は
約
５
割
。
「
当
時
は
エ
ア
コ
ン

の
あ
る
家
庭
は
限
ら
れ
、
海
や
プ

ー
ル
な
ど
に
行
っ
て
暑
さ
を
し
の

い
だ
」
（
熊
谷
さ
ん
）

　

い
ま
は
む
し
ろ
「
外
の
プ
ー
ル

に
行
く
と
暑
い
」
（
熊
谷
さ

ん
）
。
２
０
２
３
年
の
エ
ア
コ
ン

普
及
率
は
９
割
を
超
え
て
お
り
、

猛
暑
日
は
室
内
で
涼
し
く
過
ご
す

方
が
安
全
と
さ
れ
る
。
気
象
庁
に

よ
る
と
23
年
８
月
東
京
の
最
高
気
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温
平
均
値
は
34
・
３
度
で
１
９
８

５
年
と
比
べ
て
約
３
度
上
昇
し

た
。
日
焼
け
を
極
力
避
け
た
い
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
屋
外
プ
ー

ル
に
は
向
か
い
風
だ
。

廃
止
後
は
他
の
施
設
へ
転
用
、

学
校
プ
ー
ル
で
代
替
も

　

プ
ー
ル
を
廃
止
し
て
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
活
用
す
る
事

例
も
増
え
る
。
長
野
市
の
茶
臼
山

市
民
プ
ー
ル
は
24
年
度
に
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
へ
衣
替
え
す
る
。

　

岡
山
県
津
山
市
は
22
年
に
屋
内

外
の
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
を
中
心
と

し
た
施
設
を
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
コ
ー
ト
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な

ど
を
備
え
た
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
改
修
し
た
。
改
修
前
の
利

用
者
は
年
間
10
万
人
を
超
え
た

が
、
利
用
料
収
入
だ
け
で
は
維
持

管
理
費
が
ま
か
な
え
ず
、
年
間
で

１
億
円
の
支
出
超
過
と
な
っ
て
い

た
。
改
修
を
企
画
し
た
津
山
市
の

川
口
義
洋
さ
ん
は
「
廃
止
ま
で
は

時
間
を
か
け
て
市
民
の
声
を
聞
い

た
」
と
話
す
。

　

市
民
の
声
を
聞
き
、
プ
ー
ル
の

「
代
替
事
業
」
を
始
め
た
自
治
体

も
あ
る
。
神
奈
川
県
横
須
賀
市
は

10
あ
る
公
園
水
泳
プ
ー
ル
の
う

ち
、
９
つ
の
廃
止
を
決
め
た
。
順

次
廃
止
さ
れ
る
９
つ
そ
れ
ぞ
れ
に

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
割
り
当
て
、

夏
期
は
無
料
で
開
放
す
る
。
施
設

運
営
な
ど
は
業
務
委
託
で
対
応
す

る
。
委
託
費
は
1
カ
所
に
つ
き
約

４
０
０
万
円
で
、
市
の
負
担
は
大

幅
に
減
っ
た
。
以
前
は
維
持
管
理

費
が
か
さ
み
、
各
施
設
で
年
間
約

６
５
０
０
万
円
の
支
出
超
過
だ
っ

た
。

　

愛
知
県
蒲
郡
市
は
小
中
学
生
な

ど
を
対
象
に
、
民
間
プ
ー
ル
の
利

用
料
を
助
成
す
る
。
23
年
度
は
対

象
者
の
３
分
の
１
程
度
が
助
成
券

を
活
用
し
た
。

プ
ー
ル
減
少
で

「
泳
ぐ
能
力
」に
影
響
は
？

　

プ
ー
ル
の
減
少
に
懸
念
を
示
す

の
は
一
般
社
団
法
人
水
難
学
会

（
新
潟
県
長
岡
市
）
の
斎
藤
秀
俊

理
事
だ
。
「
プ
ー
ル
設
置
に
は
子

ど
も
が
川
に
行
か
な
い
よ
う
に
す

る
意
味
も
あ
っ
た
。
プ
ー
ル
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
川
や
池
で
の
水

難
事
故
が
減
っ
て
い
た
」

　

他
国
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
海
に

囲
ま
れ
た
イ
ン
ド
で
は
「
国
民
の

３
分
の
２
は
泳
げ
な
い
」
と
経
済

協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が

23
年
に
公
表
し
た
。
現
地
で
水
難

訓
練
を
す
る
一
般
社
団
法
人
パ
ワ

ー
ス
ト
ロ
ー
ク
（
愛
知
県
岡
崎

市
）
の
大
森
久
美
代
表
理
事
は

「
公
立
の
学
校
で
プ
ー
ル
の
授
業

は
な
く
、
泳
げ
る
子
ど
も
は
少
な

い
」
と
話
す
。
日
本
で
も
近
年
、

暑
さ
で
プ
ー
ル
の
授
業
が
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
一
部
の

中
学
校
で
は
水
泳
の
実
技
を
取
り

や
め
る
動
き
も
あ
る
。
未
来
や
い

か
に
。

（
２
０
２
４
年
7
月
20
日
／
日
経
）

 e
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を

正
式
決
定

I
O
C
、
来
年
サ
ウ
ジ
で

【
パ
リ=

共
同
】
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
I
O
C
）
は
23
日
、

パ
リ
で
総
会
を
開
き
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
の
腕
を
競
う

e
ス
ポ
ー
ツ
の
新
設
大
会
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
e
ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー

ム
ズ
」
の
第
１
回
を
来
年
に
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
開
催
す
る
こ
と
を

正
式
決
定
し
た
。
同
国
の
国
内
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
12
年
間
の

契
約
を
交
わ
し
て
お
り
、
定
期
的

に
大
会
を
開
く
。

（
２
０
２
４
年
7
月
25
日
／
日
経
）

令
和
の
放
課
後
、

教
育
熱
高
く

小
1
の
習
い
事
、

送
迎
に
タ
ク
シ
ー

進
学
格
差
拡
大
に
懸
念

　

校
門
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
水
泳
教

室
へ
―
―
。
小
学
生
の
習
い
事
が

熱
を
帯
び
て
い
る
。
幼
少
期
か
ら

の
教
育
を
重
視
す
る
志
向
の
高
ま

り
と
共
働
き
世
帯
の
増
加
で
、
親

に
代
わ
り
送
迎
を
担
う
民
間
サ
ー

ビ
ス
が
広
が
り
始
め
た
。
家
庭
が

支
出
す
る
教
育
費
は
膨
ら
み
続
け

る
方
向
に
あ
り
、
進
学
格
差
の
拡

大
を
懸
念
す
る
声
も
根
強
い
。
子

ど
も
た
ち
が
忙
し
く
動
く
令
和
の

放
課
後
を
追
っ
た
。

　

７
月
中
旬
の
夕
方
、
横
浜
市
立

黒
須
田
小
学
校
（
横
浜
市
青
葉

区
）
前
に
タ
ク
シ
ー
が
滑
り
込
ん

で
き
た
。
運
転
手
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
か
ら
１
年

生
２
人
を
車
内
へ
誘
導
し
出
発
。

近
く
の
住
宅
で
も
う
１
人
乗
せ
、

約
10
分
後
に
水
泳
教
室
に
着
い

た
。
児
童
ら
は
運
転
手
に
促
さ
れ
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プ
ー
ル
へ
と
歩
い
て
行
く
。

　

児
童
ら
が
使
っ
た
タ
ク
シ
ー
は

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
h
a
b
（
横

浜
市
）
が
４
月
か
ら
提
供
し
て
い

る
相
乗
り
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
。
利

用
料
は
習
い
事
の
教
室
側
が
親
か

ら
徴
収
す
る
な
ど
し
て
支
払
う
。

　

横
浜
市
に
住
む
医
療
職
の
女
性

（
47
）
は
小
1
の
息
子
が
水
泳
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
へ
の
行
き

帰
り
に
使
う
。
料
金
は
往
復
１
回

で
１
０
０
０
円
。
公
務
員
の
夫
と

共
働
き
で
、
以
前
は
夫
が
仕
事
を

中
断
し
て
送
り
迎
え
し
て
い
た
。

女
性
は
「
家
庭
内
は
人
手
不
足
。

解
決
す
る
な
ら
コ
ス
パ
は
い

い
」
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
７
月
時
点
で
横
浜

市
や
東
京
都
内
の
約
50
人
が
利
用

し
て
い
る
。
運
営
す
る
豊
田
洋
平

社
長
は
「
共
働
き
だ
か
ら
と
平
日

の
習
い
事
を
諦
め
る
家
庭
は
少
な

く
な
い
。
試
走
の
段
階
か
ら
ニ
ー

ズ
の
高
さ
を
感
じ
て
い
た
」
と
話

す
。

　

少
子
化
が
進
む
な
か
、
各
家
庭

が
子
ど
も
に
か
け
る
教
育
費
は
増

え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
の
習

い
事
を
含
む
学
校
外
活
動
費
は
公

立
小
の
児
童
で
月
平
均
２
万
円
、

私
立
で
同
５
万
５
千
円
。
比
較
で

き
る
10
年
度
と
比
べ
る
と
公
立
は

19
％
増
、
私
立
は
13
％
増
だ
っ

た
。

　

都
市
部
は
地
方
よ
り
高
い
。
東

京
都
の
世
帯
が
支
出
す
る
月
間
教

育
費
は
子
ど
も
が
い
な
い
世
帯
を

含
め
た
平
均
で
も
２
万
１
２
８
４

円
で
、
全
国
平
均
の
２
倍
を
超
え

る
。
都
内
の
小
学
校
教
諭
は
「
過

熱
す
る
中
学
受
験
を
含
め
、
子
ど

も
の
教
育
環
境
へ
の
保
護
者
の
関

心
は
高
ま
る
一
方
だ
」
と
話
す
。

「
週
５
」
の
塾
・
習
い
事
通
い
も

珍
し
く
な
く
な
っ
た
近
年
、
子
ど

も
の
送
り
迎
え
が
保
護
者
の
悩
み

と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
23
年
に

１
２
７
８
万
世
帯
に
達
し
た
共
働

き
家
庭
の
多
く
は
学
童
保
育
に
子

ど
も
を
預
け
る
が
、
一
般
的
な
公

立
学
童
は
送
迎
に
対
応
し
て
い
な

い
。

　

地
域
に
手
ご
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が

な
い
と
い
う
都
内
の
女
性
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
35
）
は
ピ
ア
ノ

と
ダ
ン
ス
に
通
う
小
2
の
長
女
に

付
き
添
う
た
め
毎
週
金
曜
に
会
社

を
休
む
と
い
う
。
「
子
ど
も
の
可

能
性
は
で
き
る
限
り
広
げ
た
い

が
、
自
分
の
仕
事
に
は
し
わ
寄
せ

が
及
ぶ
」

　

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
と
同
様
に
、

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
の
が
民
間
企
業
が
運
営
す
る
学

童
保
育
だ
。
鉄
道
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
と
い
っ
た
異
業
種
か
ら
の
参
入

も
相
次
ぐ
。
東
京
都
江
東
区
の
公

立
小
学
校
で
は
授
業
が
終
わ
る
夕

方
、
校
門
前
に
民
間
学
童
の
ワ
ゴ

ン
車
が
複
数
台
並
ぶ
。

　

リ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
（
東
京
・
江

東
）
が
運
営
す
る
「
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
」
も
そ
の
一
つ
。
小
５
の

男
児
は
同
社
の
車
で
施
設
へ
。
宿

題
を
み
て
も
ら
い
な
が
ら
、
時
間

が
く
れ
ば
外
部
の
学
習
塾
へ
行

く
。
母
親
は
「
息
子
に
と
っ
て
第

二
の
我
が
家
。
サ
ポ
ー
ト
の
お
か

げ
で
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
」
と
話

す
。

　

民
間
学
童
の
利
用
料
は
月
４
万

～
６
万
円
程
度
で
、
３
０
０
０
～

７
０
０
０
0
円
台
の
公
立
学
童
と

比
べ
高
い
。
習
い
事
に
加
え
有
償

の
送
迎
も
利
用
で
き
る
か
は
世
帯

収
入
に
左
右
さ
れ
る
。
「
親
子
が

や
り
た
い
こ
と
を
両
立
す
る
た
め

の
必
要
経
費
」
（
女
性
会
社
員
）

と
割
り
切
れ
る
家
庭
ば
か
り
で
は

な
い
。

　

足
元
で
は
公
立
学
童
に
綻
び
も

出
て
い
る
。
希
望
し
て
も
入
れ
な

か
っ
た
児
童
は
５
月
時
点
で
１
万

８
４
６
２
人
に
上
り
、
５
年
ぶ
り

に
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
23
年

に
２
６
８
０
人
ま
で
減
っ
た
保
育

所
な
ど
の
待
機
児
童
と
は
対
照
的

だ
。
預
け
ら
れ
な
け
れ
ば
親
が
離

職
や
就
労
時
間
の
短
縮
を
迫
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
世
帯
収
入
に

も
響
き
か
ね
な
い
。

　

龍
谷
大
の
松
岡
亮
二
准
教
授

（
教
育
社
会
学
）
は
「
家
庭
で
の

学
習
や
体
験
の
差
は
戦
後
の
ど
の

世
代
で
も
存
在
し
て
き
た
」
と
し

た
う
え
で
、
「
高
学
歴
の
保
護
者

は
子
ど
も
が
望
ま
し
い
行
動
、
態

度
、
技
術
な
ど
を
形
成
で
き
る
よ

う
に
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に

利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

大
学
入
試
で
は
学
ぶ
意
欲
や
経

験
を
活
用
す
る
力
を
見
極
め
る
総

合
型
選
抜
（
旧
A
O
入
試
）
が
広

が
る
。
松
岡
准
教
授
は
「
体
験
が

評
価
対
象
と
な
れ
ば
、
こ
の
格
差

が
学
歴
に
直
接
影
響
し
得
る
」
と

み
る
。

　

公
立
学
童
の
委
託
を
受
け
る

N
P
O
法
人
の
放
課
後
N
P
O
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
（
東
京
）
は
低

廉
な
枠
組
み
の
な
か
で
教
育
機
会

の
確
保
に
も
取
り
組
む
。
地
域
の

料
理
人
や
茶
道
家
ら
を
招
き
得
意

分
野
を
教
え
て
も
ら
う
。
目
指
す

の
は
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す

く
、
体
験
の
差
を
解
消
で
き
る
拠

点
づ
く
り
と
い
う
。

　

平
岩
国
泰
代
表
理
事
は
「
子
ど

も
に
も
過
ご
し
た
い
場
を
選
ぶ
権

利
が
あ
る
視
点
を
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
う
え

で
、
「
心
地
よ
い
居
場
所
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
は
、
民
間
企

業
や
地
域
住
民
が
協
力
し
て
知
恵

を
絞
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ

た
。

（
２
０
２
４
年
7
月
28
日
／
日
経
）


